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４）設 計 図 書

のは、係員の指示に従い、請負金額の範囲内において施工するものとする。

・　設計図書に記載なくとも、外観上、構造上、設備上、当然必要と認められるも

23．工事保証その他

杭の種類

・　プレストレストコンクリート杭（ＪＩＳ規格品）

・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種

(4.3.2)

試験杭

(4.3.6)(4.4.4)継　手

杭の施工法

・

先端部形状　・閉塞平坦型　・開放型

・　掘削打撃併用工法　　　プレボーリングの掘削深さ

オーガー径　　杭径－５０ｍｍ程度

(4.3.4)

(4.3.5)

杭打機の種類

騒音・振動の測定

(4.5.4)

鉄筋コンクリート用棒鋼

規　格　名　称 種　類　の　記　号

※　ＳＤ２９５Ａ

※　ＳＤ３４５

※　Ｄ１６以下

※　Ｄ１９以上

径　　(㎜)

※　JIS G 3551規格品　　線径(㎜)　6.0　×　網目(㎜)　100 (5.2.2)

使用箇所（ ）

(5.3.4)接　合　方　法

※　重ね継手

※　ガス圧接

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

径(㎜) 施　工　箇　所

杭先端予定レベルの上方　　　ｍのレベルまで

・　ドロップハンマー

掘削工法　　　　　　・　アースドリル工法　※　安定液使用

ハンマーの種別

パイルドライバー

※　油圧パイルハンマー

※  三点支持式クローラークレーン

・　行う

・　リバース工法

・　オールケーシング工法　

孔内の水張り　　　※　行う　　・　行わない

※　行わない 

普通コンクリート（ＪＩＳ　Ａ5308によるＪＩＳ表示許可工場の製造品)

(6.1.4)

Ｆｃ　(Ｎ/mm２) 適　　用　　箇　　所

施　工　箇　所　等 表5.3.5の値に加える寸法(㎜)

補強形式　　　※Ｈ３形以上　・Ｍ型　・ＭＨ型 (別図7.1)(表7.1～7.3)

(別図2.2)(図2.2)

(別図1.1)(図1.1)

試験方法　　※　超音波探傷試験　　　・　引張り試験 (5.4.9)

・　Ａ形      ・　Ｂ形　　　※　図示

(4.3.2)(4.4.2)

(4.3.2)(4.4.2)(表4.4.2)(図4.4.1)

(4.4.3)

※　アーク溶接継手又は建築基準法の

規定に基づき認定された無溶接継手

(5.2.1)(表5.2.1)

(5.3.5)

(4.5.3)(表4.5.1)コンクリートの種別　・　Ａ種　　　　　　　・　Ｂ種

Ⅰ　工  事  概  要

(3.2.3)(表3.2.1) 種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

 　　　　　Ｃ種の場合    建設発生土受入数量　　　　　　㎡

　　　　　発生場所

 　枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生

 労働省平成15年4月策定）」によるものとし、二段手すり及び幅木の機能を

 有するものでなければならない。

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 ※　設置する　　　　　設置枚数　　１枚

(2.3.1)

　　 仮囲いの位置及び延長は図示による。

 ※　設ける

 ・　設置しない

 ※　作成する

分　類

※カラー

・白黒

※Ｌ

サイズ

・２Ｌ

・六切り

撮影箇所数

撮影要領の

完成写真程度

・　　箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）

・フリーアルバム

ポケット式程度

・

提出様式部  数

国土交通省写真

 　　建築工事写真撮影要領により，次のものを原版（ネガ等）とともに監督職員

　　 提出する。

 ・　作成しない

 施工範囲　　各工事の区分表による。

 施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して

 　　　　　監督職員の承諾を受ける。

　 保険期間　　　※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

　 保険の種類　　※　火災保険　　※　建設工事保険

 工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

 住宅瑕疵担保履行法に基づく保険の加入又は保証金の供託の義務付け

　・あり（新築住宅の場合）　　・なし（新築住宅以外の場合）

 ・　建物竣工引き渡し後　※　年以内においれ工事不良のため、生じたと認められ

　　る損害は、請負業者の負担にて、敏速丁寧に復旧する。

 ・　本工事施工に際しては、本工事場所が工事による騒音、振動などについて地域

　　規制されていないかを確かめ、規制されている場合は規制に従い、施工計画を

　　立て、関係官庁の指導を受ける。

 ※　工事契約書による。

 　・  青焼Ａ４版折製本（黒表紙金文字入）　　　１部

 　・　完成図面電子データJWW形式又はDXF形式

 ※　作成する　　・作成しない

 塗装工事

 内装工事

 ・ 塗装（建築塗装作業）

 植栽工事  ・ 造園（造園工事作業）

 　技能士を適用しないとした職種でも、１級、２級又は単一技能士の配置に

 努めること。

 カーテンウォール

 工事

 ・ ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工（ ・ 金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業

　　　　　　　　　 ・ ＰＣｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業 ）

　　　　　　　　　 ・ 鋼製下地工事作業

　　　　　　　　　 ・ ボード仕上工事作業

　　　　　　　　　 ・ カーテン工事作業　　）

 ・ 内装仕上施工（ ・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

 石工事  ・ 石材施工（石張り作業）

 タイル工事  ・ タイル張り（タイル張り作業）

 木工事  ・ 建築大工（大工工事作業）

 屋根及びとい工事  ・ 建築板金（内外装板金作業）

 ・ スレート施工（石綿スレート工事作業）

 金属工事

 左官工事  ・ 左官作業

 建具工事  ・ サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

 ・ ガラス施工（ガラス工事作業）

 ・ 自動ドア施工（自動ドア施工作業）

 ・ かわらぶき（かわらぶき作業）

 ・ 内装仕上施工（鋼製下地作業）

適用工事種別 適　用　技　能　士　検　定　職　種（作　業）

 以下の該当工事

 鉄筋工事

 コンクリート工事

 ・ 該当する作業がある以下の職種（作業）のすべて

 ・ 鉄筋施工（鉄筋工事作業）

 ・ 型枠施工（型枠工事作業）

 鉄骨工事

 ブロック

 ALCパネル工事

 ・ とび（とび作業）

 ・ ブロック建築（補強コンクリートブロック作業）

 ・ ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）

 ・ コンクリート圧送（コンクリート圧送工事作業）

 防水工事  ・ 防水施工（ ・ アスファルト防水工事作業

　　　　　　　 ・ 合成ゴム系シート防水工事作業

　　　　　　　 ・ 塗膜防水工事作業

　　　　　　　 ・ シーリング防水工事作業 ）

１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共

２．特記仕様

２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。

「改修標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

３）特記事項に記載の（　）、＜　＞及び［　］内の表示番号は、それぞれ「標準仕様書」及び

「解体共通仕様書」という。）による。

なお、施工条件明示書は、特記仕様書に含める。

４）電気設備工事、機械設備工事は、別記各工事の特記仕様書による。

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び

工事の円滑な進捗をはかること。

・　官公署その他への届出手続き等

　ａ）工事着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他の関係機関への必要な

　届出手続き等を遅滞なく行う。

　ｂ）届出手続きを行うに当たっては、届出内容について、あらかじめ監督職員に

　報告する。

　ｃ）関係法令等に基づく官公署その他機関の検査においては、その検査に必要な

　資機材及び労務等を提供する。

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督

・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

職員に提出すること。

調査範囲　　※　図示

・　工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）

受注時、変更時及び完了時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登録

(請負額が2,500万円未満の場合は、受注時のみ）

手続きを行い、工事カルテの受領書を、監督職員に提出すること。

・　適用しない

(1.1.4)

(1.1.2)

・　書面を提出する場合の書式（提出部数を含む。）は、別に定めがある場合を

　　除き、監督職員の指示による。

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

報告の上、指示に従うこと。

・　工事施工中に予期せず事態や疑義が生じた生じた場合は、監督職員に

部数 備　　　考提 出 時 期提 出 図 書

１．工事請負契約書

２．工事工程表

３．現場代理人及び主任技術者届

４．協力業者名簿

５．メーカーリスト

６．仮設計画書

７．施工図、製作図

８．工事工程報告書

９．打合議事録

10．変更工事見積書

11．出来高承認願い

12．官公署届出書類控

13．材料試験報告書

14．工事竣工届

15．工事竣工引渡書

16．工事竣工図

17．工事竣工写真

21．業者連絡先リスト

20．建物維持管理説明書

控えとなるもの

ネットワーク工程表

経歴書、一級建築士証明

各工事毎

18．工事保証書

19．鍵リスト 指定ボックス入

契約時

契約後速やかに

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

実施１５日前

１ヶ月毎

その都度

 　〃

 　〃

 　〃

竣工時

　〃

　〃

竣工時

　〃

　〃

　〃

工事進捗表、写真、日報添付

ｶﾗｰｷｬﾋﾞﾈ版（外観室内共）

 ・ 本工事の施工に伴う、提出図書は、下記に定める他、必要に応じて係員と協議

　 の上、作成するものとする。

竣工時より10日

試験後10日以内

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

１　工事番号・名称

２　工　事　場　所

３　用途地域等

４　主　要　用　途

５　敷　地　面　積

６　工事の概要

防火地域等　　　　（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）

）

７　別 途 工 事

８　そ　の　他

９　特記仕様書の範囲

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。

・　構造特記仕様書

・　解体工事特記仕様書 ・　電気設備工事特記仕様書

・　外構工事特記仕様書 ・　植栽工事特記仕様書

・　機械設備工事特記仕様書

・　別契約の施工上密接に関連する工事については、監督職員の調整に協力し、

　　当該工事関係者とともに、工事全体の円滑な施工に努める。

※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能

・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は

単一級技能士を配置する。

(1.5.2)

士を配置する。

※　図　示 ・　現状平均地盤高

・　ガラスブロック

・　金属板葺

・　粘土瓦葺

・　折板葺

・　アルミニウム笠木 地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ

多雪地域の指定　・有　　・無

建　築　基　準　法　の　指　定適　　用　　工　　事

(8.4.3)(8.5.3)(13.2.3)(13.3.3)(13.4.3)(14.7.3)(16.13.5)

・　ＡＬＣ外壁パネル

・　押出成形セメント板外壁パネル

「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」に記載されていない特別な材料の

工法は、当該製品の指定工法とする。

・　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

ものの他，以下のとおりとする。

測定は，測定する者及び使用する測定機 器等の測定仕様等に定める

(1.5.9)

※　ホルムアルデヒド（濃度指針値0.08ppm）

※　キシレン　　　　（濃度指針値0.20ppm）

※　トルエン　　　　（濃度指針値0.07ppm）

※　スチレン　　　　（濃度指針値0.05ppm）

※　エチルベンゼン　（濃度指針値0.88ppm）

測定対象物質：

測定する室等：（ ）

30分間換気後、対象室内を5時間以上密閉した後、吸引

方式では30分間、拡散方式では8時間以上採取する。

採取方法　　：

測定方法　　：

ホルムアルデヒド

DNPH-HPLC法等の精密測定法又は同等の精密法として監督職員の

承諾を受けた方法

トルエン、キシレン、スチレン、エチルベンゼン

固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法の３種

の方法のいずれかを用いて採取し，ガスクロマトグラフィー一質量

分析法

測定結果等報告書の提出

気温・湿度（室外，室内），天候，風の状況，日射進入状況，測定

月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事完成時から測定日までの

測定後は，厚生労働省が定める濃度指針値以下であることを確認し、

日数，測定濃度，測定方法及び使用した測定機器を明示した報告書を

１部提出する。

室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面を当該施設に掲示する。

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合、引渡しは受けない。

材料の品質等

※　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの

とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員

の承諾を受ける。

(1.4.2)

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら

と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾

を受ける。

 環境への配慮 (1.4.1)

 ※　ホルムアルデヒド仕様

 　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。

　　 普通合板，複合フローリング等　　　　：日本農林規格(JAS)F☆☆☆☆

 　　パーティクルボード，MDF (中質繊維板)：日本工業規格(JIS)F☆☆☆☆

 　　クロス類　　　　　　　　　　　　　　：日本工業規格(JIS)F☆☆☆☆

 　　内装工事に使用する塗料及び接着剤　　：化学物質等製品安全データ

不使用が明示されたもの

シート(MSDS)等にホルマリン

・　工事の施工に当たり、適用を受ける関係法令等を遵守し、工事の円滑な進行

　　を図る。

・　適用する

(1.3.8)

）

）

受入れ施設名・所在地(km)

・特別管理産業廃棄物（

・引渡しを要するもの（

発生材の処理

コンクリート塊

・　セメント

コンクリート塊

・　アスファルト

・　建設発生木材

・  建設汚泥

備　　　考所　在　地　(Km)受 入 施 設 名種　　類

・再生資源化を図るもの

(1.3.3)

10　優先順位

本工事の設計図書等の優先順位は、下記による。

２）現場説明書

１．既成コンク

リート杭地業

２．場所打ちコン

クリート杭

地業

３.地盤改良

１．鉄筋の種別

３．鉄筋の継手

２．溶接金網

１．設計基準強度

４．耐久上不利な

箇所の鉄筋の

かぶり厚さ

５．杭頭の補強

６．柱の帯筋

７．はり貫通孔の

補強

８．圧接完了後の

抜取試験

　　盛土の種別

１．埋戻し及び

10．その他の仮設

６.工事用水

７.工事用電力

８.工事用通路

９．足場等

５.工事表示板

４.監督職員事務所

３.交通誘導員

１.仮囲い

　　取合い

　　責任

２．適用基準等

４．工事実績情報

登録

(CORINS)の

５．書類の書式等

１．一般事項

工事

よる風圧力等

の指定

の化学物質濃

度の測定

遵守

技術者

処理等

６．提 出 図 書

７．別契約の関連

８．関係法令等の

９．電気保安

10．発生材の

12．建築材料等

13．室内の空気中

工法

14．特別な材料の

15．建築基準法に

16．設計G.L.

17．技　能　士

18．完成図等

19．完成写真

20．設備工事との

21．火災保険等

22．住宅瑕疵担保

・　適用しない

・現場において再利用を図るもの（

受入れ施設名・所在地(km)

受入れ施設名・所在地(km)

）

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する

ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

・その他の廃棄物（安定型)　　　( ）

）・その他の廃棄物（管理型)　　　(

11．事故報告

工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

に，別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。

(1.3.10)

風速(ＶO) 　　　・３０　※３４

 　・　青焼２つ折製本　　　　　　　　　　　　　２部

 　・　完成原図　　　　　　　　　　　　　　　　１部

　　　 若しくはTIFF形式（解像度400DPI程度） CD ２枚

・工事用アルバムA4版

・２部

・１部

　　　　 ・埋め込み器具天井切り込み及び補強　計　　　箇所

 　　　　・開口部補強　　　　　　　　　　　　計　　　箇所

 （電気）・スリーブ補強　　　　　　　　　　　計　　　箇所

 （機械）・スリーブ補強　　　　　　　　　　　計　　　箇所

・図　示

 ・　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）

 ・　設ける（規模　　30㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）

設計支持力 セット数 備　　考長さ(m)及び種別杭径（mm）記号

（旧建築基準法第３８条の規定に基づき認定された工法）

・　特定埋込杭工法

・　セメントミルク工法 

柱・梁・壁及び庇等の外気に接する打放し面 ※ 10

・　Ｈ形　　　・Ｗ型（溶接型）　　　・Ｓ型（ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋）

　　　　　　　・既製の梁貫通孔補強筋等（認定を受けたもの）

(6.1.5)(表6.1.1)

・コンクリート用骨材の品質試験を実施する。(構造体コンクリートのみ）

(アルカリシリカ反応試験(化学法)、密度試験、吸水率試験）

・コンクリート単位水量測定を実施する。

種　別　　　※　Ⅰ類　　　　・　Ⅱ類

・　Ａ　種

※  Ｂ　種

・　Ｃ　種

種　　　別 施　　工　　箇　　所

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種 (6.3.2)

(6.2.3)(表6.2.1)

(6.2.5)(表6.2.3)

２．レディーミク

４．打放し仕上げ

の種類

５．セメントの

種類

スコンクリート

・　３０

・　２７

・

外部 打放し化粧面

上記 以外

１）質問回答書（2～6に対するもの）

６）公共規格及びこれに準ずる規格

都市計画区域　　　（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　　　　　　　　）

３）特記仕様書

３．概成工期 工事工期より　　日前　※工事契約書による

　　　 備品（　※別途打合せによる　　　　　　）

）

※　設ける

・　設けない

※　設ける

・　設けない

※　再生クラッシャラン　　・　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地中梁がある場合は、250㎜のみ込みとする。

(4.6.5)

(4.6.5)

(4.6.2～3)

込みとし、施工範囲は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣

官房官庁営繕部監修　平成１７年度版）図７－０１－１による

ポリエチレンフィルム厚0.15㎜重ね幅縦横とも250㎜以上とし、

Ａ種ポリスチレンフォーム３種b　厚25mm＋砂30mm敷き

　　　　※瑕疵保証会社と補償契約　・必要　・無し

※構造特記仕様書による

・　１８

・　２１

・　２４

㎡
本　杭

４.床下防湿層

５．土間スラブ

（土間コン）

下断熱材

６．砂利地業

３．スランプ

 　　・万能鋼板（H=2.00m）　・波形鉄板（H=2.00m）　・単管シート（H=　　）

 　・  青焼縮小（Ａ３版）２つ折製本　　　　　　３部

その他の地域・地区（　　　　　　　）

５）共通仕様書（国土交通省官房官庁営繕部監修　最新版）

建築工事標準仕様書(最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）による。ただし，

「標準仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築改修工事標準仕様書（最新版）」

(以下「改修標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(最新版）」(以下

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・　建築鉄骨設計標準及び同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 最新版）

・　鉄筋コンクリート構造配筋要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 最新版）

全居室

 ※　シート張り　　・　金網養生２.危害防止

 ・　設けない

 　　・シートゲート（H=  　，W=　 　）×　 　箇所

 　　・パネルゲート（H=4.5m，W=7.20m）×　　1箇所

 　　・バリケード（B型）　図示

 　　・キャスターゲート（H=1.8m，w=3.0m）　図示

(3.2.5) ・　構外に搬出し適切に処理する。

 ・　構内指示の場所に敷きならす。

 ・　構内指示の場所にたい積する。

(3.3.1)(3.3.3)

２．建設発生土の

　　処理

３．山　留　め  ・　防災土水路・防災土水路池

　　　　 受入れ施設名・所在地（km）：

 ・　シートパイル・鋼矢板工法

・　上杭　

・　下杭　

工　法（

基礎，基礎梁　　　　　　　　　・　１５cm　　　・　１８cm

上記　以外　　　　　　　　　　・　１５cm　　　・　１８cm

第一種住居地域

1,569.89

建築・電気設備・機械設備

　令和元年度三和分署車庫建設工事

 ※　指定しない　　・　指定する（図示）

基礎・地中梁・土間・腰壁

　茨城県古河市仁連字上高野2070番1の一部、2070番4の一部

 ・　配置する（大型重機搬出入時）　　・　配置しない

消防署車庫

 ・　構外指示の場所に搬出する。（監督職員と調整すること）
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製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

R01.08

A-3　 NONSCALE

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-０１

令和元 年度三和分署 車庫建設工事

特 記 仕 様 書 （ １ ）



６．型枠 １.アスファルト (9.2.2)(9.2.3)(9.3.2)(表9.2.3～8)(表9.3.1) １．木　材 含水率 (12.2.1)(表12.2.1) ９．手すり及び (14.8.2)(14.8.3)
(6.9.3)

防水・改質アス 種　　　別 施　　　工　　　箇　　　所 構造材 (※　Ａ種　　　・　Ｂ種　） タラップ 材 料 の 種 別 表 面 処 理 の 種 別
せき板の種類 板　　厚(mm) 適　用　箇　所

ファルトシート ・　Ａ　－１ 下地材 (※　Ａ種　　　・　Ｂ種　） 手すり ・　ステンレスSUS304 HL仕上程度
※　合　　板 ※ １２　　・　

防水 ・　Ｂ　－１ 造作材 (※　Ａ種　　　・　Ｂ種　） ・　鋼　製 亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種
・　床型枠用鋼製

・　ＢⅠ－１ タラップ ステンレスSUS304 外部HL仕上程度，内部No.2B仕上程度
デッキプレート 代用樹種を使用しない箇所 (12.2.1)(表12.2.3)

・　Ｄ　－１
・　断熱材兼用型枠 ※　なし ・　あり（ ） 10．体育館の ※　JIS A 6519　の規格品

・　Ｅ　－１ 室内(便所・浴室)
ＭＣＲ工法用シート ※　適用しない ・　適用する 鋼製床下地材

・　ＡＳ－１ ２．集成材 造作用集成材12.2.2.(2)による
(12.2.2)

・　ひび割れ誘発目地 アスファルトの種類　　JIS K2207規格品　　　※　４種
等　　　級 見　掛　か　り そ　の　他

目地寸法　　※　図示
押さえ金物　（※アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　　　　　　　　　　　） ※　１等 ・　２等 ※　１等 ・　２等 １．セルフ ・　せっこう系 ・　セメント系 (15.4.2)

位　置　　　※　図示
・　断熱材　※　Ａ種押出法ポリスチレンフォーム３種ｂ　 単材の樹種 レベリング材

７．軽量コンク (6.11.1)(表6.11.1) 厚さ(㎜) 　・25　　・30　　・35　　・50 単材の厚さ(mm) １０～１５ １０～１５
２．仕上げ塗材 (15.5.2)(表15.5.1～2)

リート 種　　別 適　用　箇　所 所要気乾単位容積質量（ｔ／ｍ3） ・　脱気装置(材質　・　　　　数量・　　　　　　)　
３．接着剤 接着剤に含まれる可塑剤は，難揮発性のものとする。 (12.2.6) 仕上げ 規格名称 種類(呼び名) 仕上の形状 工　　法 上塗り材

　　　　　　　※製品指定工法
・薄付け ・外装薄塗材　Ｅ ・砂壁状 ※吹付け

４．木材保存剤 木材保存剤（木材の防腐・防蟻処理）は，非有機リン系のもの (12.2.8)・　溶接金網（※鉄筋工事参照　）
仕上げ塗材 ・内装薄塗材　Ｅ ・砂壁状 ・ローラー

とする。適用防水種別（・　　　　　）
８．寒中コンク (6.12.1) ・ じゅらく

・　伸縮調整目地(※成形伸縮目地　　･　　　　　　　)
リート 適用期間　コンクリート圧縮強度が５Ｎ/mm２に達するまで行うこと。 防腐・防蟻処理の方法 ・ゆず肌

製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
工場における加圧式とし，十分に乾燥を行う。ただし，現場における ・厚付け ・外装厚塗材　Ｃ ※吹付け

９．無筋コンク 適用箇所は6.14.1による他、下記による。 (6.14.1)
加工が生じた場合には，加工した箇所に対し，現場にて木材保存剤を塗布 仕上げ塗材 ・内装厚塗材　Ｃ ・こて２．合成高分子系 ※工法　防水メーカー仕様による (9.4.3)(表9.4.1)

リート 適　　　用　　　範　　　囲
する。 ・外装厚塗材　Ｅルーフィング 種　　別 厚さ　(㎜) 施　工　箇　所 保護塗料（露出）

・シート防水 ・Ｓ－Ｆ１ ※1.2 ・ ※カラー　・シルバー

※複層仕上 ・複層塗材　ＣＥ ・ゆず肌 ※吹付け 溶剤・Ｓ－Ｆ２ ※2.0 ・ 2階設備ｽﾍﾟｰｽ ※カラー　・シルバー

塗材 ※複層塗材　Ｅ ・凸部処理 ・ローラー ※水系 ・溶剤系・Ｓ－Ｍ１ ※1.5 ・
10．流動化コンク (6.17.1)(6.17.3) １.金属板葺 (13.2.2)(表13.2.1)

・複層塗材　ＲＳ ・凸凹模様 ・弱溶剤系・Ｓ－Ｍ２ ※1.5 ・ ※カラー　・シルバー
リート 種　　　別 ベースコンクリート 流動化コンクリート 使用箇所 材　　　　　種 厚さ(mm) 屋根葺形式 備　考

・複層塗材　ＲＥ 外観・Ｓ－Ｍ３ ※1.2 ・
のスランプ(cm) のスランプ(cm) ・JIS G 3312　カラー亜鉛鉄板 ※0.4　・　 ※瓦棒葺

・複層塗材　Ｓｉ ※つやあり・　脱気装置　　（材質：　　　　　　数量：　　　　　）
普通コンクリート ・１０ ・１２ ・１５ ・１８　・２１ (※片面塗装　・両面塗装) （心木なし）

・防水形 ・メタリック・　絶縁シート　（発泡ポリエチレンシート　　　　　　）
・JIS G 3321　ガルバリウム鋼板 ※0.4　・　 ・縦葺 AL55％

複層塗材　Ｅ 樹脂・　その他の材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(※無塗装　　　　　　　)

１．鉄骨の (7.1.3) ・防水形 ※アクリル系
・JIS G 3322　ガルバリウム鋼板 ※0.4  ・　 ・嵌合式瓦棒葺 AL55％３. 塗膜防水 (9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

製作工場 ※　下記のグレード以上の性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通省の 複層塗材　ＲＳ ・シリカ系
(※カラー　フッ素　　　)種　別 施　工　箇　所 保護塗料（露出）

認定を受けた工場 ・ ・ポリウレタン系
・ ・ ・・ウレタン系 ・Ｘ－１ ※カラー　・シルバー

・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　・　Ｍ　　　・　Ｒ　　　・　Ｊ ・アクリル
・Ｘ－２ 2階設備ｽﾍﾟｰｽ基礎 ※カラー　・シルバー

・　本物件と同等規模構造の施工実績を有している工場で、監督職員の承諾 シリコン系
※監督員の承諾する業者とする。・ゴムアス ・Ｙ－１ 地下外壁

する工場 ・フッ素系
ファルト系 ・Ｙ－２ 室内（便所・浴室）

２．折板葺 JIS A 6514の規格品による。 (13.3.2)(表13.2.1) ・軽量骨材 ・吹付用軽量塗材 ・吹付け
２．施工管理 ・　適用する　　　※　適用しない (7.1.4) ・　脱気装置（材質：ステンレス製又はアルミ製　　　・　　　　　　　）

材　　　　種 厚さ 山高及び 断熱材 耐火性能 仕上塗材 ・こて塗用 ・こて塗り
技術者 （設置数量：　　　　箇所）

ピッチの区分 軽量塗材

３．鋼材の種別 ・　構造特記による (7.2.1)(表7.2.1) ・JIS G 3312の屋根用規格品 ※　0.8 ・　0920 ・　有 ・　有 複装仕上塗材の耐候性　　　・　１種　　・　２種　　※　３種４．シーリング ※　被着体との組み合わせは（標仕　表9.6.1）による。

規　　　　　格 （カラー亜鉛鉄板） (　　4 mm) (30分耐火)材　　　　　質
３．ロックウール 吹付け厚さ（mm）　　　※　25　　　・　 (15.7.3)５．防水保証

・SS400　・SSC400　・STK400　・STKR400 ＪＩＳ規格品 ・JIS G 3322の屋根用規格品 ・　1525 ・　無 ・　無
吹付け 基準法施行令第114条区画（防火上主要な間仕切壁）隙間処理：ﾛｯｸｳｰﾙ充填

・SN400B,C　・SN490B,C　・SM400　・SM490 （カラーガルバリウム鋼板）
（耐火被覆は，連名の上、保証書を提出する。

・BCR295　・BCP325 MTSL-9021　同等品 ・JIS K 6744のSGのA種規格品 ・　1730
７章による）塗膜防水については，メーカー・防水業者が通常定めている期間とし，

・（ポリ塩化ビニル被覆）
４．高力ボルト ・　構造特記による (7.2.2) 作成し提出する。

・ ・
※　トルシア形高力ボルト　　　セットの種類　※　２種(S10T)　　・　

・　ＪＩＳ形高力ボルト　　　　セットの種類　※　２種(F10T)　　・　
１．石　　　材 (10.2.1)(表10.1.1)(表10.2.1)(表10.2.2) ・形　　式　（・　重ね形　　　・　はぜ締め形） １．一般事項 防火戸の指定 (16.1.3)

・　溶融亜鉛めっき高力ボルト　セットの種類　※１種(F8T相当)　 ・　
石材の種類 品　質 施工箇所 工法 産地・名称 仕上の種類 ・軒先面戸　（　　　　　　　　　　　　　　　） ・　適用する（適用範囲は図示及び建具表による）

５．溶接部の試験 完全溶込溶接部の試験は超音波探傷試験とし、下表による。 (7.6.11) ※　建築基準法第２条第九号の二ロの規定に定められたもの
３．粘土瓦葺 (13.4.2)

溶接の区分 AOQL(％) 検査水準 備　　　考 ※　認定を受けたもの(監督員の承認を受ける。)
種　　　類 大きさ 産　地 役物瓦の種類 耐凍害性資料

工場溶接 ・2.5　　※4.0 ※６　　・　 ※　適用しない
・ 提出する

現場溶接
２．汚れ防止 床のワックスかけ ・　行う ・行わない (10.1.5) ・ 提出しない 防火戸との連動 (16.1.3)

６．錆止め塗装 ※　適用する(標仕18章3節による） （7.8.3)(7.8.4)(表18.3.1) ・　適用する(適用箇所は建具表及び図示による)

４．と　　い といの材質 (13.5.2)(表13.5.1)(表13.5.4)(表13.5.5) ・　自動閉鎖機構 ・　ヒューズ装置 ・　熱感知器 ・　煙感知器
・　適用しない

材　　　　種 防　　　　露 ※　適用しない
１．タイル タイルの種類 (11.2.1)

７．耐火被覆 (7.9.2)(7.9.4～7) ・配管用鋼管（ＳＧＰ） ※　（表13.5.5）により行う　　・　行わない
施工箇所 形状寸法 き　じ うわ薬 役物 色 見本の作成等

種　　　別 材料及び工法製造所 備　　　考 ・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）
(mm) 磁器 せっ器 陶器 無釉 施釉 あり なし 標準 注文 製　作 ※　行わない ・　行う（建具表による） (16.1.4)

・ラス張モルタル 標仕15章2節による ・アルミ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 仮　組 ※　行わない ・　行う（建具表による）

・耐火材吹付け 建築基準法に基づく指定 ※半乾式　　・湿式 ・ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・耐火板張り 又は認定を受けたもの 防犯建物部品 ※　使用しない ・　使用する（建具表による） (16.1.6)
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 鋼管製といの防露巻き工法

・耐火材巻付け
タイルの見本焼き ※　行わない ・　行う (11.2.1) ※　標仕　表１３．５．５による

２．アルミニウム 外部に面する建具性能等級等 (16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)(表14.2.1)
８.アンカー ・　構造特記による (7.2.4)(7.10.3) (表7.10.1)

２．タイル下地 後張りタイル下地コンクリート素地面の処理 (11.3.3) 製建具 種　　　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法(mm)・　樋受石（材質・規格　　　　　　　　　　　）
ボルトの保持 種　　　別 適　用　箇　所

コンクリート ・　行う（下記のいずれかとする） ・　行わない ・　Ａ　種 Ｓ－４ Ａ－３ Ｗ－４ ７０（引違い，片引き，上げ下げ窓※　第一桝まで接続
及び埋込み工法 ・　Ａ　　種

素地表面処理の工法 下地モルタル 適　用　箇　所 で複層ガラスの場合では
※　Ｂ　　種 ５．ルーフドレン ※　鋳鉄製 （13.5.3）

ＭＣＲ工法 標仕　15.2.5(C) ・　Ｂ　種 Ｓ－５ 性能が確保できない場合は、
・　Ｃ　　種 ※　縦型　　　・　横型

ＭＣＲ工法 ポリマーセメントモルタル １００）

９．柱底均しモル ・　構造特記による (7.2.9)(7.10.3)(表7.10.2) 目荒し工法（高圧水洗） 標仕　15.2.5(C) ・　Ｃ　種 Ｓ－６ Ａ－４ Ｗ－５ １００
１．あと施工 引抜き耐力の確認試験 ・　行う ※　行わない (14.1.3)

タル 種　　　別 適　用　箇　所 柱底均しモルタル 目荒し工法（高圧水洗） ポリマーセメントモルタル
アンカー

※　Ａ　　種 ※無収縮モルタル ＭＣＲ工法はせき板面にＭＣＲ工法用シート張りとし標仕6.9.3(e)による。 ※　適用箇所は図示による

・　Ｂ　　種 7.2.9(a) 目荒し工法の高圧水洗は標仕15.2.4(C)による。 ２．ステンレス ※　ＨＬ　　　・　NO.2B (14.2.1)
表面処理 外部に面する建具 ※　Ｂ－１種 ・　Ｂ－２種

ポリマーセメントモルタルの調合は標仕15.2.3(b)による。 表面処理
10．溶融亜鉛 ・　構造特記による (7.12.3)(14.2.3) 内 部 建 具 ※　Ｃ－１種 ・　Ｃ－２種

めっき 亜鉛めっき 適　用　箇　所 標仕　11.1.4(b)接着力試験の引張接着強度 (表11.1.2) ３．アルミニウム (14.2.2)(表14.2.1)
Ｂ－２種，Ｃ－２種の場合 ・ブロンズカラー（※標準色　　・濃色)

※　Ａ　　種 適 用 引張り接着強度（単位:N/m㎡） 及びアルミ 種　　　　類 施　　工　　箇　　所 色　合
・ステンカラー

陶磁器質タイル張りの場合 0.4以上 ニウム合金の ・　　　－　　　種

陶磁器質タイル型枠先付けの場合 0.6以上 防音ドアセット，防音サッシ表面処理 ・　　　－　　　種 ・　適用する（適用範囲は図示による）

１．補強コンク ブロックの種類 (8.3.2) ※　適用しない
３．陶磁器質 内装タイルの工法 (表11.3.2) ４．鉄鋼の亜鉛 (14.2.3)(表14.2.2)

リート ※　空洞ブロック　１６　　・　　 適用する場合の遮音性の等級 ・　Ｔ－２・　Ｔ－１ ・　Ｔ－３
タイル張り ※　改良積上げ張り 施工箇所（ ） めっき 種　　　　類 施　　工　　箇　　所

ブロック造
※　接着剤張り 施工箇所（ ） 断熱ドアセット，断熱サッシ ・　適用する（適用範囲は図示による）・　　　－　　　種

２．コンクリート ブロックの種類 ※　適用しない・　　　－　　　種
外装タイルの工法 (表11.3.2)

ブロック帳壁 ※　空洞ブロック　１６（ただし、設備配管用裏積等は (8.3.2)(表8.3.1) 適用する場合の断熱性の等級 ・　Ｈ－２ ・　Ｈ－３
※　密着張り 施工箇所（ ） 溶融亜鉛めっきの付着量試験 ※　行わない ・　行う

及び塀 空洞ブロック　０８とすることができる）
・　改良圧着張り 施工箇所（ ） 耐震ドアセット，耐震サッシ ・　適用する（適用範囲は図示による）電気亜鉛めっきの被膜厚さ及び塩水噴霧試験 ※　行わない ・　行う

３．ＡＬＣパネル (8.4.2)(8.4.3～5) ※　適用しない(14.4.2)(表14.4.1)
ユニットタイルの後張り工法 (表11.3.2) ５．軽量鉄骨 野縁などの種類

工　　法 パネル 厚さ 幅 取付工法種別 施工箇所 耐火指定 適用する場合の面内変形 ・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２
※　マスク張り 天井下地 屋内 ※　１９型 ・　２５型

種類 追随性の等級
屋外 ・　１９型 ※　２５型

・外壁 ・Ａ種　・Ｂ種

パネル工法 100 600 ・Ｃ種 ３．網戸 (16.2.3)屋外軒裏及びピロティー天井の補強（※図示　　　　　　　　　） (14.4.3)

・間仕切り ・Ｂ種　・Ｃ種 床版の断熱材打込部分は断熱用インサートを使用する。 使用方法による区分 ※外面納まりの可動式

パネル工法 100 600 ・Ｄ種　・Ｅ種 耐震性を考慮した補強を行う室（　　　　　　　　　　　　　　） ・内部納まりの開き式

・屋根及び床 補強方法　※　図示
防虫網（線径0.25mm　網目16-18メッシュ）

パネル工法
６．軽量鉄骨 スタッド、ランナーなどの種類は、標仕表14.5.1による。 (14.5.3) ・ガラス繊維入り合成樹脂 ・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 316) ・合成樹脂

・外壁 ・Ａ種　・Ｂ種
壁下地

パネル工法 ﾃﾞｻﾞｲﾝ 120 600 ・Ｃ種 防鳥網

７．金属成形板 種　別 (14.6.2) ※ステンレス（SUS304）線径1.5mm　ピッチ15mm
４．押出成形 (8.5.2)(表8.5.1)(表8.5.2)

張り 表面処理
セメント板 工　　法 パネル 厚さ 幅 取付工法種別 施工箇所 耐火指定

※　割付図を作成し監督職員の承諾を受ける。
種類

伸縮調整継手 ・　設ける ・　設けない
・外壁 ・Ａ種　・Ｂ種

パネル工法 ８．アルミニウム 表面処理 ※　Ｂ-1種 ・　Ｂ-2種 (14.7.2)(表14.7.1)

・間仕切り ・Ｂ種　・Ｃ種 製笠木 隅角部及び突当り部の役物の使用

パネル工法 ※　使用する（笠木本体製作所の仕様による。）

御影石 ２等品 沓摺 湿式 ｼﾞｪｯﾄﾊﾞｰﾅｰ

玄関 150 ｘ 150

Ｂ ２

Ｂ ２

外壁 無18

フィングシート防水の保証期間は、引渡し日より１０年間とし施工業者との

アスファルト防水、シーリング、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー
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・

・

・　フローリング

ボード

・　フローリング

ブロック

・　モザイク

パーケット

※ナラ

※ナラ

※ナラ

・１５

・１５

・１５

幅　７５

長さ500以上

303×303

・ウレタン樹脂・モルタル

・釘止め工法

・接着工法

埋込み工法 ワニス塗り

・ ・

・オイルステン

塗りの上

ワックス

・生地のまま

ワックス

・既塗装品

(19.5.2～3)(19.5.5～7)(表19.5.3～4)・単層フローリング

・複層フローリング

※　複合１種

フローリング

・　複合２種

フローリング

・　複合３種

フローリング

※ナラ

・サクラ

・ヒノキ

・Ａ種

・Ｂ種

・行う

※行わ

ない

・　大型積層

フローリング

※Ｃ種

・特殊張り

工法

(体育館床)

種　別 樹種 厚さ(mm) 工法 塗装

種　別 樹種 工法 塗装種別 防湿処理

畳の種別 (19.6.2)(表19.6.1)

・　Ｄ種

・　Ｂ種・　Ａ種

※　Ｃ種

けい酸カルシウム板

(繊維強化セメント板)

0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ

種類又は記号

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

グラスウール

吸音ボード

ガラスクロス

せっこうボード

(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｒ

(吸音材料) ＤＲ

ロックウール

化粧吸音板

※ 内部用

・ 軒天用

(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｓ

化粧せっこうボード

(せっこうボード製品)

ＧＢ－ＮＣ

シージング

せっこうボード

額縁張り品

(JIS A 3414 

EP18程度)

化粧せっこうボード

(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｄ

木目模様

特殊模様

木目模様

（裏桟付き）

・黄

色　　※白

トラバー

チン模様

壁

天井

普通

壁

天井

壁

天井

壁

天井

立体

模様

・　10(不燃)

・　 8(不燃）

・　12(不燃)

・　 6(不燃）

・　12(不燃)

・　12(不燃)

・　12(不燃)

・　15(不燃）

・　19(不燃）

・ 9.5(準不燃）

※　 9(不燃）

※12.5(不燃）

・　15(不燃）

・ 9.5(準不燃）

※12.5(不燃）

　12.5(準不燃）

　　25(不燃）

・ 9.5(準不燃）

※12.5(準不燃）

・ 9.5(準不燃）

※12.5(不燃）

・ 9.5(準不燃）

※12.5(不燃）

種別など

(19.7.2)(19.7.3)(表19.7.1)

厚　　さ（mm） 規格番号

JIS A 5430

(タイプ2)

JIS A 6301

(32K)

JIS A 6301

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

せっこうボードの目地処理 ・　継目処理工法

・　突き付け工法

・　突き付けＶ目地工法

・　目透し工法

・　アクリル系シーリング材 ※　ジョイントコンパウンド (19.7.2)

・　２級・　１級

防火性能の級別

・　１級

・　１級

・　１級

・　２級

・　２級

・　２級

(19.8.2)

施　工　箇　所 品　　　　　質

品質は参考商品名である。

※　ポリスチレン

フォーム

(発泡プラス

チック保温材)

(19.9.2)(19.9.3)

下記以外

厚さ(mm)

・Ａ種ビーズ法

２種ｂ

(スキン層付き)

３種ｂ

ピット内部

屋根防水部分

接地部分及び

・

ウレタン

JIS A 9526

による難燃性

・２級　※３級

・　吹付け硬質

・　硬質ウレタン

フォーム保温材

フォーム保温材

・

※Ａ種押出法

※Ａ種押出法

・

JIS A 9511の

規格品

※Ａ種

・

※Ａ種１

・

・

・

・ ・ ・

アクリル樹脂非分散系塗料塗り

コンクリート・モルタル面

・Ａ種　　※Ｂ種

アクリル樹脂エナメル塗り

コンクリート・モルタル面

・Ａ種　　※Ｂ種

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り

・Ａ種　　※Ｂ種

合成樹脂エマルションペイント塗り

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

・Ａ種　　※Ｂ種

(18.7.2)

(18.8.2)

合成樹脂エマルション模様塗料塗り

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

・Ａ種　　※Ｂ種

鉄鋼・亜鉛めっき鋼面 ・Ａ種　　※Ｂ種

木部のウレタン樹脂ワニス塗り

・Ａ種　　※Ｂ種

マスチック塗材塗り

コンクリート・押出成形セメント板・モルタル・ＡＬＣパネル

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

(19.2.2)(19.2.3)

記号

※ＮＣ

・

・突付け・帯動荷重

※　2.0

厚さ(mm)色　柄

※無地

・マーブル

・ ・

JIS Ａ5705を満たす材料で，表面は印刷シートに透明表層を有した木目

又は石目調のもの

※熱溶接

・突付け

特殊機能

※　2.0

厚さ(mm)

工法

工法

ＮＣ又はＮＦ

種類の記号

※　木目調

・　石目調

色 　柄

上記以外はすべてビニル床シートに同じ

・帯電防止

・帯動荷重

※　コンポジション

ビニル床タイル

・　ホモジニアス

ビニル床タイル

・CTS(軟質)

・HT

・帯動荷重

・300×300

・450×450

・　2.0

・　2.0又は4.5

種類(JIS A5705)

種類(JIS A5705) 記号 寸法 暑さ(mm)

・帯電防止

・帯電防止

・帯電防止

・帯動荷重

特殊機能

特殊機能

・　発泡層の

あるもの

ないもの

※　発泡層の

(19.2.2)(19.2.3)

帯電防止

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）1.2～3.1程度

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）3.2～5.1程度

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）5.2以上

又は耐電圧（JIS L 1023)3kv以下

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×1010オーム未満

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×107オーム未満

耐動加重

JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の

試験後異常がないこと

材　　　　　　　　　質

・　塩化ビニル系 ・　せっ器質タイル系 ３００×３００

寸　法（mm）

(19.2.2)

材　種

高　さ（mm）

厚　さ（mm）

※　軟質 ・　溶接・　硬質

・　６０ ※　７５ ・　１００

・　１．５ ※　２.０

(19.2.2)

・　タフテッドカーペット (19.3.3)(19.3.4)(表19.3.2)

品質は参考商品名である

施工箇所 パイル

形状

パイル

長さ(mm)

工　　法

※　全面接着工法

・　グリッパー工法

帯電性

・(19.3.3)

による

品　質

・　タイルカーペット (19.3.3)(19.3.4)(表19.3.2)

仕様による

製造所の

帯電性パイル形状施工箇所 種　類

※第１種

・第２種

※全面接着

・

・カットパイル

※ループパイル

工法

工　法 総厚さ

※　6.5

・

(18.18.2)

(18.16.2)

(18.15.2)

(18.13.2)

(18.12.2)

木部のクリアラッカー塗り ・Ａ種　　※Ｂ種

フタル酸エナメル樹脂塗り

木　部

鉄鋼・亜鉛めっき鋼面

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

(18.5.2)

(18.6.2～3)

(16.13.2)(16.13.3)

※　外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を

有すること。

※　ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。

合わせガラスの特性

・　Ⅰ類 ・　Ⅱ－１類

強化ガラスの特性

・　Ⅰ類 ・　Ⅲ類

熱線吸収板ガラス

性能 ・　１類

色調

・　Ⅱ－２類 ・　Ⅲ類

・　２類

・　ブルー ・　グレー ・　ブラウン

複層ガラス

性能 ・　１種 ・　２種

・　３種　（・　Ｕ３－１　　・Ｕ３－２）

・　４種 ・　５種

封止の加速耐久性による区分

・　Ⅰ類 ・　Ⅱ類 ・　Ⅲ類

熱線反射ガラス

日射遮へい性

耐久性

色調

反射皮膜

映像調整

・　１種

・　Ａ類

・　ブルー

・　シルバー

・　内側

・　行う

・　２種

・　Ｂ類

・　グレー

・　外側

・　行わない

・　３種

・　ブロンズ

・　ガスケット（可動アルミ建具に限る）

防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材

とする。

合わせガラス及び倍強度ガラスの溝幅は図示による。

ＪＩＳによる区分

長方形

正方形

による区分

表面形状 モジュール呼び寸法

による区分（長さ×高さ） 厚さによる区分

(16.13.5)

・　　８０

・　　９５

・　１２５・　２５０×１２５

・　１６０×１６０

・　３２０×３２０

・　２００×２００

・　３２０×１６０

品質等

ガラスの種別

・　一般ガラス

・　乳白カラス

・　カラーガラス

・　熱線反射ガラス

・　無

・　有

柄

・　白

・　グレー

・　アルミニウム製

（表面処理　　　）

・　ステンレス製

（表面仕上　　　）

金　属　枠

（　　　分間）
・　有
・　規定しない

耐火性能目地色

材　　種

耐風圧性

耐 震 性

水 密 性

耐 火 性

気 密 性

耐温度差性

遮 音 性

断 熱 性

材質等性能の確認方法

シーリング材

構造ガスケット

ガ ラ ス

断熱材料

枠見込み

表面仕上げ

ＰＣカーテンウォールカーテンウォール種別

(17.1.3)(17.2.2)(17.3.2)

メタルカーテンウォール

屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づく

基材同等の認定のあるものとする。

各部の素地ごしらえ

木　部 ※Ａ種（不透明塗料塗）※Ｂ種（透明塗料塗り）

ボード面

コンクリート・ALC面

モルタル・プラスター面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 ・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

※Ａ種　　・Ｂ種

※Ａ種（継目処理工法）　　※Ｂ種（その他）

(18.2.2～7)

塗料の種別

鉄鋼面

・Ｃ種（標仕１９節の場合）

※Ａ種（鋼製建具）　・Ｂ種

・Ｃ種（標仕１９節の場合）

※Ａ種（屋外）　※Ｂ種（屋内）

亜鉛めっき面

錆止め塗料塗り

鉄鋼面

亜鉛めっき面

※Ａ種（見え掛り）　※Ｂ種（見え隠れ）

・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

塗料の種別 ※１種　　・２種

合成樹脂調合ペイント塗り

鉄鋼面 ・Ａ種　　※Ｂ種

(18.1.3)

(18.4.2)

(18.3.3)

(18.3.2)

(18.4.3～5)

ガラスの溝幅については、標仕(表16.13.1)による。ただし強化ガラス、

保護装置

ガイドレール収納形式開閉方式

鋼板

・　ステンレス

メッキ鋼板

耐風圧性能

※　溶融亜鉛

・１２５

・１００

・　７５

・　５０

カル形

・　バーチ

リフト形

・　ハイ

ヘッド形

・　ロー

ダード形

※　スタン

・　電動式

・　チェーン式

※　バランス式

材　　　質

グラスタイプ

タイプ

タイプ

・ファイバー

・アルミニウム

※スチール

(16.12.2)(16.12.3)

障害物感知装置 ※　設ける ・　設けない

・　不要・　要マスターキーの作成

(16.4.2～4)(表16.4.1)

かまち戸の樹種

ふすまの上張り

ふすまの種類

かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度

※　新鳥の子程度又はビニル紙程度

※　戸ふすま ・　在来型 ・　チップ型

簡易気密型ドアセット

戸の鋼板 ※　表面処理亜鉛めっき鋼板

・　ビニル被覆鋼板

・　カラー鋼板

標準型鋼製軽量建具 ※　使用する ・　使用しない

標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり ※　鋼製 ・　アルミ製

表面処理

鋼板の曲げ加工

・　ＨＬ

※　普通曲げ ・　かど出し曲げ

・

(16.5.2～5)簡易気密型ドアセット

※　使用する（適用範囲は図示とする）

気密性 ※　Ａ－３ ・

水密性 ※　Ｗ－１ ・

・　使用しない

外部に面する建具の耐風圧性 ※　Ｓ－４ ・　Ｓ－５

※　使用する(適用箇所は図示による)

気密性 ※　Ａ－３ ・

・　使用しない

(16.6.2～4)

本締り付きモノロック

モノロック

シリンダー箱錠

シリンダー本締り錠

ドアクローザー

フロアヒンジ

ヒンジクローザー

ピボットヒンジ

レバーハンドル

金　物　の　種　類

レバー長さ　L=130程度

アルミ合金

内　蔵　型

　標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、

シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。

型　　　式 製　造　所

とする。

錠前類と同一製造所

JISによる。

(16.7.4)

(16.7.2)(表16.7.1)

性能 ・　スライディングドア

・　マットスイッチ式

センサーの種類 ・　光線式（反射）スイッチ

・　スイングドア

※　不要・　要

※　設ける（半開幅＝　　　　　　　　　）

・　設けない

凍結防止装置

全半開装置

・

・　タッチスイッチ

・　補助センサ併用

(16.8.3)(表16.8.3)

(16.8.2)(表16.8.1,2)

・　一般シャッター ※　上部電動式

・　設けない

※　設ける

・　80

・　50

・ 120

(手動併用)

・　上部手動式

(手動併用)

※　上部電動式※　設ける

・

・　防火シャッター

・　外部用

・　内部用

・

・　防煙シャッター

（JIS A

 4705に

よる

強さの

障害物感知装置

※　設ける

・　設けない

障害物感知装置

(自動閉鎖型)

(自動閉鎖型)を

設ける。

種　　類
シャッター

ケース

耐風圧

性能
開閉方式 保護装置

(16.10.2)(表16.10.1)

※　手動式

・　上部電動式

(手動併用)

区分)

・

（JIS A

 4705に

よる

強さの

耐風圧

性能

区分)

・　50

・　65

・　80

※　設ける

シャッター

ケース

・　設けない

※　インター

ロッキング型

※　オーバー

ラッピング型

障害物感知装置

※　設ける

・　設けない

(自動閉鎖型)

保護装置

(16.11.2)(表16.11.1)

形状

スラットの
開閉形式

簡易気密型ドアセット

気密性

水密性

※　Ａ－３

※　Ｗ－１

・

・

・　使用しない

※　使用する標準型鋼製建具 ・　使用しない

表１６．３．２に同じ

２．３

２．３

厚さ　(mm)

表１６．３．２に同じ

使用箇所

中骨

一般部分

枠，方立，無目

上記以外

戸

枠類

枠類窓

出入口

建具寸法が「標準仕様書」16.3.4(a)を超える又は図示された建具に

使用する鋼板類の厚さ

・　Ｓ－５※　Ｓ－４外部に面する建具の耐風圧性

※　使用する（適用範囲は図示とする）

(16.3.2)(16.3.4)(16.3.6)(表16.3.1)(表16.3.2)

区　　分

ガラスの留め材

※　シーリング

張り

その他ボード

及び合板張り

８．フローリング

９．畳　敷　き

10．石こうボード

11．遮音シール材

12．壁紙張り

13．断　熱　材

７．アクリル樹脂

（ＮＡＤ）

８．アクリル樹脂

エナメル塗り

(屋外)（ＡＥ）

９．つや有り合成

樹脂エマル

ション

ペイント塗り

（ＥＰ－Ｇ）

10．合成樹脂

エマルション

ペイント塗り

（ＥＰ）

模様塗料塗り

（ＥＰ－Ｔ）

ワニス塗り

（ＵＣ）

塗材塗り

エマルション

11．合成樹脂

12．ウレタン樹脂

13．マスチック

１．ビニル床

シート

２．化粧ビニル

床シート

３．ビニル床

タイル

特殊機能

４．ビニル床

シート･ビニル

床タイルの

床タイル

敷き

７．カーペット

５．視覚障害者用

６．ビニル幅木

５．クリア

ラッカー塗り

（ＣＬ）

６．フタル酸樹脂

エナメル塗り

14．ガラス

ブロック

（中空）

１．カーテン

ウォールの

性能

１．一般事項

２．素地ごしらえ

３．錆止め

塗料塗り

４．合成調合樹脂

ペイント塗り

（ＳＯＰ）

ヘッドドア

12．オーバー

９．自動ドア

開閉装置

５．鋼製軽量建具

７. 木製建具

８．建具用金物

建具

６．ステンレス製

シャッター

11．軽量

シャッター

10．重量

４．鋼製建具

塗料塗り(屋内)

非分散系

・CT(半硬質) ・300×300

※450×450

※　2.0

ワニス塗り

・オイルステン

塗りの上

ワックス

・生地のまま

ワックス

・既塗装品

・ウレタン樹脂・釘止め工法

・接着工法

ビニル

35

25

・　25

・　20

・　2.8

※熱溶接

・熱溶接

各所

13．ガラス

・　図示・図示

・　図示

・　不要(既存マスターキーで施解錠可能とする。）

・カバ

・ 9.5(不燃）

※　施工範囲は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 最新版）

７－０１ー１による

16
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18

19
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青
山

飯
島

上
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花
等

※　４５０×４５０

・　Ｃ型

工法 仕上り高

(mm)

適用地震時

水平力(Ks)

耐荷重性能

（N)

施工場所

・　1.0G ・　3,000

・　5,000

・

表面仕上げ

・帯電防止

床タイル

・タイル

カーペット

(20.2.2)

ボーダー部 ※　一般部分の仕様に準ずる ・　図示による

床表面仕上げ材の品質は第6章による。

配線取出し用切り欠きパネルは１枚／㎡以上とする。

空調用吹き出し(吸い込み）パネル ※　なし

・　有り（※固定式　　・可変式）

施工箇所は図示

(20.2.3)

構造形式による種類

構成材の種類

パネル表面材

遮音性

防火性能

スタッド式密閉形

アルミニウム合金系又はスチール系

焼付塗装鋼板（標準色）ｔ＝０.５以上

３６dB以上

不燃

パネルの操作方法による種類

パネル表面材の材質及び仕上げ

規定しない

取り付け用あと施工アンカー

防火性能

遮音性

パネル圧接装置の操作方法

製造所仕様の化粧鋼板（標準色）

ｔ＝０.５以上

ハンドル回転式又はワンタッチ上下式

３６dB以上

不燃

材質，寸法等は図示又は製造所の

仕様による

(20.2.4)

表面材

幅　木

フレーム

扉

メラミン化粧板（標準色）

ステンレス製 H＝６０

アルミ製

厚４０中心吊りアール形アルミ製エッジ，

帽子掛け戸当たり付き

(20.2.5)

(20.2.6)

・　埋込み工法※　接着工法

ステンレス（ＳＵＳ３０４）

ビニールタイヤ入り（幅約35mm)

材　種

取り付け方法

ステンレスＦＢ（ＳＵＳ３０４）　５～６×１２

（床仕上げが異なる場合に設ける。但し、建具部は建具表による。）

(20.2.7)

形式 ・　平面 ・　曲面

(20.2.8)

耐湿鏡　ｔ＝５　　　ステンレスフレーム付き

(20.2.9)

衝突防止表示

誘導標識

室名札

ステンレス製　ＨＬ仕上げ　Φ３０程度　市販品

市販品

(20.2.10)

煙突用成形ライニング材 安全使用温度　４００℃

(20.2.11)

スラットの成形（mm）

※　アルミニウム合金

※　２５ ・

※　横型ブラインド形　　　　　式

スラット

開閉方式

(20.2.12)

操作方式

スクリーンの生地

(20.2.13)

無地で製造所仕様の標準タイプ

・　ワンタッチ式 ※　チェーン式

・　８０

※　２本操作コード方式

※　クロススラット

・　縦型ブラインド

・　１００

※　ギヤー式 ・コード式

・溝工法

・支柱一体型

パネル工法

（置敷工法）

（置敷工法）

・支柱分離型

パネル工法

（独立支柱工法）

・電動

※手引　・ひも引　

・電動

引分け装置形　　式ひ　だ　の　種　類

※箱ひだ、つまひだ

※箱ひだ、つまひだ

名称・品質など

・

・

・片引き

・引分け

・片引き

・引分け

(20.2.14)(表20.2.1)

形　状

※　ステンレス製

※　Ｄ型又は角型

・　アルミニウム製

(20.2.14)

施工箇所

※　アルミニウム製

※　アルミニウム製

・

・

材　　　　種

天　井

・　６００×６００

寸　　　　法

※　目地タイプ

・　額縁タイプ

※　一般形貼物用

・　一般形充填用

形　　式

※手引　・ひも引　

・

・

※　ＢＬ商品（システム　　※　Ａ－１型

・

※　ＢＬ商品（システム　　※　Ａ－１型

・

）

）バックガード（※有　・無）

・
※　１段　　　・　２段

※　ステンレス製（SUS 304）既製品　彫り込みタイプ既製品

形　式

材　種

操作方式

※　テーパー式

※  アルミニウム合金

※　ハンドル式

・　同一断面式　　Ｈ＝

・

・　ロープ式

ｍ

※　既製品 アルミニウム製枠 表面発泡シート張り

屋　外 ※　コンクリート製 ・　磁器質タイル

（※　１００角　・　１５０角）

材　種

高　さ ・　１.８ｍ程度

市販品　　フック数（本） ・　３０ ・　４０

・　６０ ・　１００ ・

鋼製　　既製品

アルミ製　　既製品：ﾜｲﾔｰ，ﾌｯｸ等の吊り金物(4ｾｯﾄ／ｍ）共

※　鋼製 ・　ステンレス製

簡易密閉式とし，表面には用途別の標準文字付きとする。

(21.2.2)

(21.2.2)

※　使用する ・　使用しない

路床の盛土材料 （　　　　）種

遮　断　層

凍上抑制層

※　川砂・海砂又は良質な山砂

※　再生クラッシャラン ・　切込砂利又は切込砕石

(22.2.3)

(22.1.3)

路床安定処理添加材料

※　普通ポルトランドセメント

・　生石灰特号

※　行わない ・　行う（※　乱した土　　・　乱さない土） (22.2.5)

※　行わない ・　行う

※　行わない ・　行う

※　再生クラッシャラン　ＲＣ－４０

（透水性舗装の場合を除く）

(22.2.5)

(22.2.5)

・　クラッシャラン　Ｃ－４０

・　クラッシャランスラグ　ＣＳ－４０

※　行わない ・　行う (22.3.5)

加熱アスファルト混合物の種類

表　層 ※　再生密粒度アスファルト混合物（１３）

・　密粒度アスファルト混合物（１３）

・　細粒度アスファルト混合物（１３）

・

基　層 ※　再生粗粒度アスファルト混合物（２０）

・　粗粒度アスファルト混合物（２０）

・

(22.4.4)(表22.4.6)

(22.2.2)(22.2.3)(表22.2.2)

(22.2.2)(22.2.3)(表22.2.1)

(22.3.3)(表22.3.1)

早強セメント

溶接金網

コンクリート版の厚さの試験

・　使用する

※　あり

・　行う

※　使用しない

・　なし

※　行わない

(22.5.3)

・　コンクリート平板舗装 ※　砂目地

・　舗　石　　基　層

・　インターロッキングブロック舗装

※　コンクリート舗装 ・　アスファルト舗装

・　モルタル目地

・　Ａ種 ※　Ｂ種

※　ＪＩＳＫ５６６５　３種１号白

(22.9.2)

(22.10.2)・

・

(22.8.2)(表22.8.1)

(22.11.1)(表22.11.1)

透水性及び土壌硬度の確認

塩分量及び土壌の酸度の試験

※　行う

・　行う

・　行わない

※　行わない

(23.1.3)

・　適用する ※　適用しない (23.2.2)(表23.2.2)

・　Ａ種

・　Ｂ種

・　Ｃ種

・　Ｄ種

樹木

芝，地被類木

樹　　　種　　　等種　別

・　適用する

※　適用する

※　適用しない

・　適用しない

植栽基盤の適用

※　現場発生の良質土 ・　客土

※　適用する ・　適用しない

土壌改良材は，植栽を行う植込等の面積１㎡当たりバーク堆肥で

５０リットル，発酵下水汚泥コンポストで１０リットルとする。

(23.2.3)

(23.2.3)

(23.4.2)種　別 ※　こうらい芝の類 ・　野芝の類

(23.5.2)(23.5.3)

・　屋上緑化システム ・　　６ｃｍ

・　１２ｃｍ

・　３０ｃｍ

・　適用する

材質（・　軽量骨材

・　板状成形品）

・　屋上緑化軽量システム ※　システム製作所の使用による

・　適用しない

工　　法 土壌層厚さ 保水・排水層

フロア

アクセス

２．可動間仕切

（パーテー

ション）

グドア）

（スライディン

３．移動間仕切

４．トイレブース

５．階段滑り止め

６．床目地棒

７．黒板及び

ホワイトボード

10．煙突

ライニング材

11．ブラインド

12．ロール

スクリーン

13．カーテン

19．コンロ台

20．つり戸棚

21．水切棚

23．旗　竿

24．屋内掲示板

25．視覚障害者用

誘導ブロック

26．出隅面取材

27．かぎ箱

28．身障者用

可動手すり

29．消火器

ボックス

30．ピクチャー

レール

１．グレーチング

２．鋳鉄製

マンホール

ふた

１．再　生　材

２．盛土材料

３．遮断層及び

凍上抑制層

用材料

４．路床安定処理

５．路床土の

支持力比

(ＣＢＲ)試験

６．路床締固め度

の試験

７．砂の粒度試験

８．路盤材料

９．路盤の締固め

度の試験

10．アスファルト

舗装

11．コンクリート

舗装

12．ブロック系

舗装

13．縁石及び側溝

14．砂利敷き

15．区　画　線

１．植栽地の試験

２．植栽基盤

３．植込み用土

４．土壌改良材

５．芝

（ノンスリップ）

・　0.6G

10,000

・　Ｖ型

※　塩化ビニール製又は塩化ゴム製

・　硬質アルミニウム合金製

・　ステンレス製（SUS 304）

材　　　　　　種

※　ステンレス製（SUS 304）

・　硬質アルミニウム合金製

受　　　わ　　　く

※　ＢＬ商品（システム　　※　Ａ－１型

・

）トラップ付18．ステンレス

流し台

※　アルミニウム製

・

床 ・　４５０×４５０

※　６００×６００

※　一般形貼物用

・　一般形充填用

壁

・　６００×６００

※　４５０×４５０

・　アルミニウム合金製

・　天井まで

Ｂ

図示

図示

・　塩ビ既製品

22．旗竿受金物

８．鏡

９．表　示

14．カーテン

レール

15．アルミニウム

製カーテン

ボックス

16．点　検　口

17．くつふき

マット

・　Ｂ－２種表面処理 ・　Ｂ－１種

・　低発泡硬質樹脂製　既製品（木目調　ﾚｰﾙ付）

材　質

材　質

静養室　（防炎）

６．屋上緑化

１．一般事項 　試料採取および測定は，厚生労働省の｢室内空気中化学物質の採取方法と

測定方法｣（以下「厚労省の測定方法」という。）の新築住宅の例に準拠し

て行う。

　測定対象化学物質は，下記４ 1)，2)の区分に従い，表の①から⑭の１４物２．測定対象化学
　　物質 質及びＴＶＯＣ又は表の①から⑨の９物質及びＴＶＯＣとする。

１)　クロマトグラム上で「n-ヘキサン」から「n-ヘキサデカン」までの部分３．測定方法

２)　トルエン換算で 2.0μg/m３ 未満のピークは測定の対象としない。

３)　上位１０ピークについて物質を特定して濃度の測定を行う。

表　測定対象化学物質及び室内濃度指針値

化学物質名

①ホルムアルデヒド

②トルエン

③キシレン

④エチルベンゼン

⑤スチレン

⑥パラジクロロベンゼン

⑦テトラデカン

⑧アセトアルデヒド

⑨ノナナール

⑩フタル酸ジ-n-ブチル

⑪フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

⑫クロルピリホス

⑬ダイアジノン

⑭フェノブカルブ

⑮総揮発性有機化合物(ＴＶＯＣ)

室内濃度指針値

100  μg/m３ 0.08   ppm

260  μg/m３
870  μg/m３

0.07   ppm
0.20   ppm

3,800  μg/m３ 0.88   ppm

220  μg/m３ 0.05   ppm

240  μg/m３ 0.04   ppm

330  μg/m３ 0.04   ppm

48  μg/m３ 0.03   ppm

(暫定)41  μg/m３ 0.007   ppm

 220  μg/m３ 0.02   ppm

120  μg/m３ 0.0076   ppm

 1  μg/m３ 0.00007   ppm

0.29　μg/m３ 0.00002   ppm

33  μg/m３ 0.0038   ppm

400  μg/m３ （暫定目標値）

　１)　１４物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室等４．測定する室

　２)　９物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室

５．測定結果等報
告書の提出

　次の事項を記載した報告書を２部提出する。

　１)　測定結果（アセトアルデヒドについては，試料採取時の気温が20℃

　２)　試料採取時の状況（気温・湿度(屋外，室内)，天候、風の状況、日

　３)　試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

　４)　ＴＶＯＣ濃度の算出に使用したクロマトグラムの写し

６．その他 　表の化学物質①から⑤のうち，いずれかの物質の濃度が室内濃度指針値を

　ＴＶＯＣの測定の結果，暫定目標値を超える場合は，発生原因の究明及び

汚染物質の発生を低減するための対策について，協議を行うこと。

　　に検出される物質のピーク値を「トルエン」に換算した値をＴＶＯＣ濃

　　度とする。

　　　・　室名：

　　　・　室名：

　　　・　屋外(周囲の建物から離れた場所１か所)

　　に満たない場合には，「厚労省の測定方法」に定める計算式で20℃，

　　湿度50％に，ホルムアルデヒドについては25℃，湿度50％に補正し

　　た濃度を報告すること。）

　　射進入状況，採取年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事

　　完成から試料採取までの日数）

超える場合は，工事目的物の引渡しを受けない。

１．フリー 外壁工事

金属庇工事 ・共和　　　　　アルフィン：ＡＤ2Ｇ、ＡＤ2Ｓ同等品

・神島化学工業　ラムダ化粧パネル：ラムダリペール同等品

金属建具工事

金属建具工事

（アルミサッシ）

・文化シャッター　・三和シャッター　・LIXIL

（ＯＨＤ、ＳＤ）

・ＹＫＫ ＡＰ　　 ・三協立山アルミ　・LIXIL
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1,970

既存砕石敷

既存車庫

①’

(104.00㎡)

⑤13.50㎡

②4.90㎡

④4.80㎡

③4.10㎡

アスファルト舗装

砕石敷
メッシュフェンス

①

既存建築物

一部、鉄骨造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

コンクリート舗装

延床面積：361.99㎡

建築面積：245.00㎡

申請建物

鉄骨造 平屋建

FL=GL+100
GL=KBM+450

最高軒高：5.350ｍ
最高高さ：6.015ｍ

磁
北

7ﾟ20'

真
北

最高高さ：12.500ｍ

最高軒高： 6.750ｍ

建築面積：144.00㎡
延床面積：140.00㎡

磁北からの偏角

作成日　R01.08

KBM±0

+450

格納車輌　H=3,580 11.97×2.49

内,車庫部：104㎡

　　　　 　　　　　　　　2070番4の一部

申請敷地:古河市仁連字上高野2070番1の一部、

 4.90㎡

 4.10㎡

 4.80㎡

13.50㎡

 4.90㎡

 4.10㎡

 4.80㎡

13.50㎡

361.99㎡
245.00㎡

140.00㎡

第一種住居地域

法22条指定区域

２００　％

６,０１５　ｍ

５,３５０　ｍ

１４０.００㎡

　①計画車庫：140㎡＜300㎡

　②既存建物：361.99㎡-104㎡＝257.99㎡（最大車庫面積）

　　　　　　　　　　　　 257.99≧140+104+13.50＝257.50㎡　∴ＯＫ

１,５６９．８９㎡

②

③

④

⑤

軽量鉄骨造平屋

軽量鉄骨造平屋

軽量鉄骨造平屋

軽量鉄骨造平屋

倉 庫

倉 庫

倉 庫

車 庫

① 消 防 署
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造２階建

一部、鉄骨造

車 庫
①　16.00×8.75＝140.00㎡

①

①＋② 144.00㎡

　６０　％

２５８.５０㎡

３７５.４９㎡ ５１５.４９㎡

１４４.００㎡ ４０２.５０㎡

消防署車庫

鉄 骨 造

平 　 屋

②　16.00×0.25＝  4.00㎡

２６.５２％　＜　　６０％

２６.９８％　＜　２００％

１ .敷 地 条 件

敷地面積

用途地域

防火地域

建ぺい率

容 積 率

そ の 他

２ .構 造 ,規 模

そ の 他

最高軒高

最高高さ

主要用途

階 数

構 造

３ .面 　 積

合計（㎡）

建築面積

申請部分（㎡） 申請以外の部分（㎡）

建ぺい率

容 積 率

◆ 既 存 建 物 求 積

名 称 構造・階数 建 築 面 積

◆ 建 物 求 積

室 名 計 算 式

◆ 計 画 建 物 概 要

延床面積

延 床 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

Ｎ

※ﾍﾟﾝﾄﾊｳｽ（階段室）＜1/8建築面積

　          9.74㎡ ＜ 1/8×245㎡＝30.63㎡

　　　　　　　　　　　　　　→高さに不算入

・新設建物高さ：6.015ｍ

・既存建物高さ：7.20 ｍ

　　∴7.2ｍ＜10ｍの為、対象外

既存建物高さは2階ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端まで（GL+7,200）とする

・既存建物の検討

◆ 日 影 規 制 の 検 討

1

高       さ

2 8 . 6 2 1 , 6 7 7 . 1 3 2 0

5 8 . 6 0 7 . 2 2 4 2 3 . 0 9 2 0

底       辺 倍      面      積

合        計

敷  地  面  積

5 1 . 1 6 2 0 . 3 2 1 , 0 3 9 . 5 7 1 2

8 3 8 . 5 6 6 0 0

2 1 1 . 5 4 6 0 0

5 1 9 . 7 8 5 6 0

1 , 5 6 9 . 8 9 7 6 0

面           積番 号

2

3

5 8 . 6 0

1 , 5 6 9 . 8 9  m 2

2
0
.
3
2

2

1

7
.
2
2

2
8
.
6
2

5 8 . 6 0

5 1 . 1 6

3

16,000

8
,
7
5
0

2
5
0

②

①

案 内 図

敷地求積図　Scale=1/600

配 置 図 　 Sc a l e = 1 / 2 5 0

建物求積図　Scale=1/300

Ａ-０５

青
山

飯
島

上
田

花
等

a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

R01.08

A-3　S=1:250,300,600

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600

令和 元年度三和 分署車庫建設 工事

案内図・概要・求積図・配置図



8
,
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0

3
2
5
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,
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16,000

5,000 5,0006,000

Ｂ

Ａ

１ ４２ ３

7ﾟ20'

磁
北

真
北

拠点機能形成車

11,970×2,490×H3,580

（資機材）

かご台車

（資機材）

車 庫

かご台車

置場

スペアタイヤ

車止め

FL-100

白線引　W=100

OHD

（蛍光塗料塗）

FL±0

FL±0

FL-100FL-100

H=1,100　Φ139.8
衝突防止用ポール（2ヶ所）

【不燃：ＮＭ-8431】

延床面積：140.00㎡

建具開口面積

採光・換気・排煙チェック

消防無窓階チェック

Ｙ

Ｘ
Ｘ’

Ｙ’

▲

▲

▲

▲

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
方向

－ K E Y  P L A N －

展開

室　　名

OK

判
定

(1/20)

Ｓ×1/20建具

必要採光面積 有効採光面積室面積

Ｓ（㎡）

必要換気面積 判
定

OK

判
定 建具

必要排煙面積 有効排煙

建具

有効換気

Ｓ×1/50

車 庫 (1/20)

S×1/20

建具種類
計算式

（採光）

計算式

（換気）面積（㎡）

有効採光 有効換気

面積（㎡）

1

5AW-1

必要開口面積

有効開口面積

計

㎡

㎡

開口面積

（S/30）

箇所

（ＯＫ）＜∴

合　　計

１階床面積

AW-1

計算式 有効換気

面積（㎡）（排煙）

―

―

―

―

―

―

※

※令128条の3の2、128条の4,128条の5に関する内装制限

140.00 7.00 2.80

140.00

4.67

4.67

SD-1 SD-1

1.66×1.44

0.85×1.88

2.39 1.66×1.44×1/2 1.19

1.59 0.85×1.88 1.59

11.95

1.19 5.95

1.59 1.59

7.54

7.54
7.20×4.00 28.80

28.80

7.20×4.00

AW-1*5 OHD-1*1

28.80

7.00

　各用途に供する部分の壁及び、天井の室内に面する部分の

OHD-1

　仕上げを準不燃材料以上。

【特記事項】

・アスベスト使用建材は使用しない

折板葺き ３０分耐火　

ガルバリウム鋼板 　　　不　燃

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 不　燃

ＮＭ-8697

ＮＭ-8431

FP030RF-0522

準不燃ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ＱＭ-9829外 部 仕 上 表

内 部 仕 上 表

外 壁

樋

車 庫

備 考

建 具

床

天 井 高天 井壁室 名

屋 根

既製アルミ庇

鉄骨部：錆止め塗装
4,950～5,250

庇

ラッシングレール（アルミ製）押出成形セメント板　素地現シコンクリート直均し仕上（目地切）

コンクリート直均し仕上

軒樋：カラー塩ビ製　　　150角
竪樋：カラー塩ビパイプ　 φ75

床

スチールドア、アルミサッシ、アルミ重量オーバーヘッドドア（ｔ=0.6）バランス式

押出成形セメント板ｔ=18　横張、アクリルウレタン塗装品

屋　根：折板馳葺H=160　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.8、 裏貼：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4.0【ＱＭ-9829】　

屋根：屋根材現シ　【準不燃：ＱＭ-9829】

平 面 図 　 Sc a l e = 1 / 1 0 0

a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

A-3　 S=1:100

R01.08

工事名称
一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号

青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-０６

令和元 年度三和分署 車庫建設工事

平面図・仕上表・法規チェック
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Ａ
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ＣＣ

Ｃ Ｃ

Ｄ

Ｄ

3/100

Ｇ Ｇ

Ａ

　　　　（アルフィン：AD2G　同等品）

　　　　（アルフィン：AD2S　同等品）

◇　凡　　例

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

◇　凡　　例

Ｂ

Ａ

笠　木：アルミ笠木　W=170（既製品）

水　切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.4　曲げ加工

軒樋：カラー塩ビ製　150角

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

落し口

ｱﾙﾐ庇 ：W9,000×D1,000

ｱﾙﾐ庇 ：W1,200×D600　

水平ブレース：錆止め塗装

鉛直ブレース：錆止め塗装

OHD下地：吊りｱﾝｸﾞﾙ＠2,000以下

天井：屋根材現シ

軒　樋:カラー塩ビ製　150角

竪樋：カラー塩ビパイプ　φ75

屋　根：折板馳葺H=160　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.8 　

裏　貼：ポリエチレンフォームｔ=4.0

16,000

8
,
7
5
0

5,000

16,000

5,000 6,000

8
,7
5
0

5,000

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

天井伏図　Scale=1/100

屋根伏図　Scale=1/100

Ｎ

青
山

飯
島

上
田

花
等

a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s

図面名称
設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

縮 尺

工事名称A-3　 S=1:100

R01.08

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-０７

令和元 年度三和分署 車庫建設工事

屋根伏図・天井伏図



ｱﾙﾐ庇：W1,200×D600　

　　　　　（アルフィン：AD2G　同等品）

　　　　　（アルフィン：AD2S　同等品）

ｱﾙﾐ庇：W9,000×D1,000

Ｂ Ａ ３２１ ４

Ｂ １３４ ２Ａ

Ｂ

Ａ

Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｄ

Ｄ

Ｃ
Ｄ

Ｍ Ｍ

Ｆ
ММ М

М

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｄ

Ｌ ＬＬ

Ｃ

Ｊ

Ｂ

Ｂ

ＪＪ

Ｃ

Ａ

Ｂ

◇　凡　　例

Ｃ

Ｄ

裏　貼：ポリエチレンフォームｔ=4.0

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

屋　根：折板馳葺H=160　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.8 　
ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ：アルミ重量オーバーヘッドドアｔ=0.6　バランス式

　床　：コンクリート直均し仕上

竪　樋：カラー塩ビパイプ　75φ

笠　木：アルミ笠木 W=170（既製品）

水　切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4 曲げ加工

基礎巾木：モルタル薄塗仕上外　壁：押出成形セメント板　ｔ=18　横張、アクリルウレタン塗装品

軒　樋：カラー塩ビ製　150角

ウェザーカバー：鋼製、防虫網付

衝突防止用ポール：H=1,100　φ139.8（蛍光塗料塗）

北側断面図　Scale=1/100東側断面図　Scale=1/100

西側断面図　Scale=1/100 南側断面図　Scale=1/100
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飯
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上
田

花
等

a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

A-3　 S=1:100

R01.08

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-０８

令和元年度 三和分署車庫 建設工事

立 面 図
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　▽軒高（水上）（＋5,350）

　▽最高の高さ　（＋6,015）

　▽軒高（水上）（＋5,350）

　▽最高の高さ　（＋6,015）

4
,
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0
0

4
,
95
0

6
,
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15

　▽最高の高さ　（＋6,015）

　▽軒高（水上）（＋5,350）
　▽軒高（水下）（＋5,050）

　▽１ＦＬ　（ＧＬ＋100）

　▲設計ＧＬ 　▲設計ＧＬ

　▽１ＦＬ　（ＧＬ＋100）

　▽立上り天端（ＧＬ＋500）

　▽最高の高さ　（＋6,015）

　▽軒高（水上）（＋5,350）
　▽軒高（水下）（＋5,050）

　▲設計ＧＬ 　▲設計ＧＬ

　▽立上り天端（ＧＬ＋500）

　▽１ＦＬ　（ＧＬ＋100）

　▽立上り天端（ＧＬ＋500）　▽立上り天端（ＧＬ＋500）

　▽１ＦＬ　（ＧＬ＋100）
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車 庫

車 庫

Ａ Ｂ

１ ４２ ３

Y-Y'断面図　Scale=1/100

X-X'断面図　Scale=1/100

青
山

飯
島

上
田

花
等

a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

A-3　 S=1:100

R01.08

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-０９

令和元 年度三和分署 車庫建設工事

断 面 図



（機械工事）

100

4
,
00
0

8,750325

　▽最高高さ

　▽ＲＳＬ（水上）

6
6
5

　▽ＲＳＬ（水下）

30
0

4
,
95
0 600

▼設計ＧＬ1
0
0

50
0

▽１ＦＬ　　（ＧＬ＋100）

6
,0
1
5

　（ＧＬ＋5,050）

　（ＧＬ＋5,350）

　（ＧＬ＋6,015）

100

5
2
0

3
,
1
8
5

1
,
88
0

20
0

1
00

▽立上り天端　（ＧＬ＋500）

5
0

1
,
0
50

1,
4
4
0

3
,
1
8
5

7,200

裏貼：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4.0

水上面戸

アルミサッシ：引違い窓
         W1,660×H1,440

 アルミ重量オーバーヘッドドア
 W7,200×H4,000（バランス式）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上（目地切）

エプロン

木毛ｾﾒﾝﾄ板　t=18

タイトフレーム

　軒先見切面戸

　　　　　　　　　

笠木：ｱﾙﾐ笠木W=170 既製品

軒先フレーム

水切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.4曲げ加工

軒樋：ｶﾗｰ塩ビ製　150角

水切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.4

曲げ加工

アクリルウレタン塗装品

　Ｃ-100×50×20×3.2

　タイトフレーム

基礎巾木：ﾓﾙﾀﾙ薄塗仕上

（既製品）

砕石：RC-40

屋根：折板馳葺 H=160　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.8

換気扇取付用フード

 ｱﾙﾐ庇；W1,200×D600

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

車 庫

 　　　　 　      W=500～700,曲げ加工
立上げ内壁：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.4

　　　　　 W850×H1880
 片開きアルミフラッシュドア

H＝150
柱保護コンクリート打放し

外壁：押出成形セメント板t=18　横張

竪樋：ｶﾗｰ塩ビパイプ　φ75

Ａ Ｂ

矩 計 図 　 S c a l e = 1 / 3 0
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a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

R01.08

A-3　 S=1: 30

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-１０

令和元 年度三和分署 車庫建設工事

矩 計 図



 　　　　　：木毛ｾﾒﾝﾄ板下地ｔ=18

5017

　　　（既製品）

1,000

▽最高高さ

▽ＲＳＬ（水上）

6
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4,
9
5
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,
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8
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,
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4
0
0

2
5
5

150

▽１ＦＬ　（ＧＬ＋100）
▼設計ＧＬ

6
,0
1
5

（ＧＬ＋6,015）

（ＧＬ＋5,350）

▽ＲＳＬ（水下）
（ＧＬ＋5,050）

2
0
0

10
0

1
00

3
0
0

1,570 1,5701,590

4,730

▽立上り天端　（ＧＬ＋500）

1
0
0

850

4
00

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上（目地切）

 片開きアルミフラッシュドア
　　　　　 W850×H1,880

 吊アングル L-40×40×3
 建築工事（取付箇所数は打合せによる）

アルミ重量オーバーヘッドドア

笠木：ｱﾙﾐW=170　既製品

アクリルウレタン塗装品

三方枠：ＰＬ－1.2 SOP

 W7,200×H4,000（バランス式）

 裏貼：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4.0

砕石：RC-40

柱保護コンクリート打放し　H=150
　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　（蛍光塗料塗）

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去復旧

側溝：鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
（※詳細図参照）

 屋根：折板馳葺 H=160　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.8　外壁：押出成形セメント板t=18　横張

ｱﾙﾐ庇：W9,000×D1,000

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　補修仕上

 立上げ内壁：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.4、W=500～700、曲げ加工

 衝突防止用ポ－ル H=1,100 φ139.8

車 庫

１ ２

断 面 詳 細 図 　 Scale =1/3 0
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a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

R01.08

A-3　 S=1: 30

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-１１

令和元年度 三和分署車庫 建設工事

断 面 詳 細 図
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１ ４２ ３

Ａ

Ｂ

上部、アルミ庇：

　　　　　（※詳細図参照）

（蛍光塗料塗）

（※詳細図参照）

W=9,000 D=1,000

支持金物：SUS製＠1,200

上部、アルミ庇：W=1,200 D= 600

外壁：押出成形セメント板t=18　横張

スペアタイヤ

置場

かご台車

（資機材）

かご台車

（資機材）

11,970×2,490×H3,580

拠点機能形成車

２．　　　は外壁ジョイント位置を示す。

１．　　　はシール位置を示す。

※特記事項

白線引W=100

（※詳細図参照）

（※詳細図参照）

ＯＨＤ

車 庫 FL±0FL±0

FL-100

FL-100

FL-100

T-6　ﾎﾞﾙﾄ止φ12

竪樋：カラー塩ビパイプ　φ75
支持金物：SUS製＠1,200

竪樋：カラー塩ビパイプ　φ75

雨水浸透桝：φ250×H300

雨水浸透桝：φ250×H300

車止め：大型車両型（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ仕様）
ｺﾝｸﾘｰﾄ製　　900×300×180　

※設置場所は打ち合わせによる 

雨水集水桝：鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋500角

　　　　　（※詳細図参照）
雨水浸透桝：鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋500角

　  　アクリルウレタン塗装品

（蛍光塗料塗）

H=1,100　Φ139.8
衝突防止用ポール

衝突防止用ポール
H=1,100　Φ139.8側溝：鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW=230

平 面 図 　 Sc a l e = 1 / 6 0
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a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

R01.08

工事名称A-3　 S=1:60

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-１２

令和元 年度三和分署 車庫建設工事

平 面 詳 細 図
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車 庫

Ｅ

Ａ

Ａ Ａ

Ｂ ＡＢ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

Ｈ ＨＨ

Ｆ

Ｇ

車 庫 車 庫

車 庫

◇　凡　　例

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

▲

▲

▲

▲

Ａ 　床　：コンクリート直均し仕上（目地切）

巾　木:コンクリート打放し　補修仕上 有圧扇（排気）

有圧扇（給気）

Ｆ

Ｇ

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ:アルミ重量オーバーヘッドドアｔ=0.6　バランス式

Ｈ

　壁　:押出成形セメント板ｔ=18　横張　素地現シ

ラッシングレール（アルミ製）天　井：屋根折板　素地現シ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
方向

－ K E Y  P L A N －

展開

－ 　 Ａ 　 － － 　 Ｂ 　 －

－ 　 Ｃ 　 － － 　 Ｄ 　 －
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a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

A-3　 S=1:100

R01.08

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-１３

令和元年度三和分署車庫建設工事

展 開 図
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 鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW=230　T-6　ボルト止φ12

アンカー
Ｌ-65×65×6　

　ＲＣ-40、ｔ=50
防水モルタル　ｔ=0～30

亜鉛メッキ処理

(既設ｱｽﾌｧﾙﾄ取合部、補修)
ｱｽﾌｧﾙﾄｔ=50

有孔蓋

浸透桝（φ250、H300）

路盤:RC-40砕石,t=150

透水ｼｰﾄ

基礎砂ｔ=50
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 砂（ﾌｨﾙﾀｰ層）

T-6　鎖付き、亜鉛メッキ処理

鋼製製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋500角（枠共）

再生砕石　RC-40

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋500角（枠共）
T-6　鎖付き、亜鉛メッキ塗

透水ｼｰﾄ全面巻

T-6　鎖付き、亜鉛メッキ処理

鋼製製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋500角（枠共）

再生砕石　RC-40

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋500角（枠共）
T-6　鎖付き、亜鉛メッキ塗

▽ＦＬ

▽ＦＬ

1
,
4
4
0

1,660

11
7
0

7,200

850

1,
8
8
0

1
,
4
4
0

4,
0
0
0

電解２次着色（アルミ カラー）

ドアクローザー、戸当り、付属金物一式

レバーハンドル、本締鍵＋サムターン

三方枠：スチール、沓づり：ＳＵＳ

車庫

―

付属金物一式

メーカー仕様による

熱硬化性ポリエステル樹脂系塗装（ﾊﾟﾈﾙ厚ｔ=45）

数 量

姿　図

記　号

網戸：SUS製ネット

使用場所

型　式

付属金物一式、水切

７０

備　考

鍵

金　物

硝 子仕　　上

見 込

数 量記　号

型　式

使用場所

備　考

鍵

金　物

硝 子仕　　上

見 込

姿　図

電解２次着色(アルミ シルバー)

車 庫

クレセント

スチール片開きドア

PW－６.８

PW－６.８

アルミ重量オーバーヘッドドア　バランス式引違いアルミサッシ（半外付） ―

明かり窓付（6.8㎜線入ガラス）、吊アングルは建築工事

４０

車 庫

三方枠：スチール製

（枠見込：１２０）

１

Ａ Ｗ － １ ５ １

Ｓ Ｄ － １

Ｏ Ｈ Ｄ － １

１ ４２ ３

Ｂ

Ａ

※特記事項
　寸法は現場寸法を確認すること。

AW
1

1
SD

AW
1

1
OHD

AW
1

AW
1

1
AW

建具配置図　Scale=1/200

雨水浸透桝詳細図　Scale=1/20

雨水集水桝詳細図　Scale=1/20雨水浸透桝詳細図　Scale=1/20

側溝詳細図　Scale=1/10
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a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

R01.08

A-3　S=1:10,20,200

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600 Ａ-１４

令和元 年度三和分署 車庫建設工事

建具配置図・建具表・雑詳細図
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,
2
0
0

2
1
,0
0
0

5
,
28
0

16,000 2,170

1,200

9,
2
00

2
,
4
0
0

コンクリート舗装

①

既存建築物

361.99㎡

鉄骨造

既存車庫

①’

(104.00㎡)
②4.90㎡

⑤13.50㎡

④4.80㎡

③4.10㎡

既存砕石敷

アスファルト舗装

砕石敷

計画建物

磁
北

7ﾟ20'

真
北

鉄骨造 平屋建

140.00㎡

磁北からの偏角(地形図参照)による

作成日　R01.08

21.04m（ｶｯﾀｰ）

1
2
.
2
5
m
(
ｶ
ｯ
ﾀ
ｰ
)

KBM+326

KBM+440

KBM±0

KBM+500

KBM+577
KBM+432

6.0ｍ

≒13.80

≒8.59ｍ

≒22.72

≒18.98ｍ

合計64.09ｍ

備考単位数量

ｍ

寸法・規格

H=1,800

記号 名称

バリケード（B型） 64.09

ヶ所

㎡敷鉄板

キャスターゲート 1.00

t22、1,500×6,000 45.00

H=1,800、Ｌ=6,000

備考単位数量記号

撤去範囲を示す

撤去後復旧範囲を示す

凡例

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去 ㎡

㎡

【 仮 設 計 画 】

【 外 構 計 画 】

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設

ｶｯﾀｰ入を示す 既設ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去部 ｍ

19.83

33.29

113.25

配 置 図 　 S c a l e = 1 / 2 5 0

Ａ-１５
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a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

R01.08

A-3　S=1:250

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600

令和 元年度三和 分署車庫建設 工事

仮設計画図・撤去復旧図



８－６　錆止め塗装及び溶融亜鉛めっき工法

の平均気温

２

３

５

３

５

８

５

７

１０

圧縮強度が ５Ｎ/ｍ㎡ 以上となるまで。

基礎、梁側、柱、壁施工箇所

期間中
存置

セメントの種類

コンクリ－トの材齢

による場合（日）

コンクリ－トの圧縮

強度による場合

１５℃以上

０℃以上

５℃以上

早強ポルトランド

セメント

混合セメントのＡ種

普通ポルトランド

セメント

合板 １２㎜ 塗装品合板 厚１２㎜

１．建築物の構造内容

印とする。・適用は

５．地業工事

４．地　盤

６．鉄筋工事

３

３

材
料

行わない　）行う

※　打放し用型枠の施工範囲は図示による。

３－７　その他

３－６　ボルト等（特殊柱脚のアンカーボルトはメーカー仕様による。）

４－１　地盤調査資料

４－２　地盤調査計画

５－１　直接基礎

７－６　型　枠

７－５　施工計画書及び仕上り

７－４　試験

７－３　試し練り （

５－２　杭基礎

アースドリルコンクリート

鉄筋

帯筋　ＳＤ

主筋　ＳＤ

ＰＨＣ

ＳＴ

ＳＣ

ＰＲＣ

板厚

鋼管

ｔ＝     ㎜

既　製　杭

種　別杭　種

場所打ちコンクリート杭

材　料 施　工　法

節付杭

合成スラブ用デッキプレ－ト

ＡＬＣパネル

有 無

有 無

耐火仕様

項　　目 メ－カ－仕様書 備　　考

無

フラットデッキプレ－ト

デッキプレ－ト 無

無有

有

有

無有

無有

大臣認定

種　　類 使用箇所 種　　類 使用箇所 種　　類 使用箇所

３－５　鋼　材

※　標準養生のための供試体は規定により製造工場の責任において別途採取養生とする。

打放し用

その他

一般用 ボイド鋼製

型枠 小存置期間

立会い　）ヶ所（試験掘り 地盤の確認

スウェーデン式貫入試験

物理的性質試験

無 有

標準貫入試験

力学的性質試験

孔内水平載荷試験

有（

（圧密,一軸等）

調査計画の内容

無敷地内 近隣 ）

（比重,粒度等）

※　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合がある。

１回当りの供試体の数

試し練りは躯体に使用するコンクリートを対象とする。

塩分試験

供試体の採取

コンクリート打放し仕上げの程度

施工計画書には下記事項を明記する。

強度及びスランプが異なる全部について行う。

Ｆｃ＝　21　Ｎ/ｍ㎡　,　　スランプ　15　㎝について行う。

普通コンクリートの場合は、種類が異なるごとに１日１回以上、

かつ、１５０ｍ ごと及びその端数につき１回以上。

軽量コンクリートの場合は、種類が異なるごとに午前と午後それぞれ１回以上、

かつ、１００ｍ ごと及びその端数につき１回以上。

材齢２８日用　　　　　　３個以上

調合強度の管理試験用　　３個以上

その他（　　　　　　）　３個以上

型枠取外し時期決定用　　３個以上

打設順序

使用するバイブレーターの種類と台数

作業分担と人員配置数打設数量

工場から現場までの運搬経路

呼び強度

圧送車の配置とミキサー車のシュート洗浄位置

Ｂ種 Ｃ種Ａ種

躯体防水混和材

鉄筋引張試験（鉄筋材料試験）（ 全ての鉄筋

Ａ種

Ａ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｃ種

せ
き
板
の

小
存
置
期
間

２８

圧縮強度が設計基準強度以上であ圧縮強度が設計基準強度の８５％以上又は

２８

１７

２５

２８１５

１２

８

施工箇所 ス　ラ　ブ　下 梁　　下

平均気温

セメントの種類

期間中の

り、かつ、施工中の荷重及び外力１２Ｎ/ｍ㎡ 以上であり、かつ、施工中

について、構造計算により安全での荷重及び外力について、構造計算により

あることが確認されるまで。安全であることが確認されるまで。

コンクリ－ト

の材齢による

場合　（日）

コンクリ－ト

の圧縮強度に

１５℃以上

５℃以上

０℃以上

左記のすべてのセメント

Ｂ種

普通ポルトラ早強ポルトラ

ンドセメント
ンドセメント

混合セメント

のＡ種

存置

よる場合

支
柱
の

小
存
置
期
間

５－３　既製杭の施工法

プレボーリング工法

終打撃工法

拡大根固め工法

打撃工法

根固め工法

拡大根固め工法

根固め工法(セメントミルク)

中掘り工法

根固め工法

回転工法

設計支持力（ｋＮ／本）

５－５　特殊基礎工法

（杭長さ等は図面に記載する。）

５－６　床下防湿層

５－７　提出書類等

※　適用及び範囲は特記による。

鉛直ヶ所（

杭　径（㎜）

５－４　杭径と支持力

施工後の杭芯確認図

地業工事施工計画書

地盤改良工法

杭の載荷試験

根固め液の強度発現報告書

地業工事施工記録報告書

ラップルコンクリート

設計支持力（ｋＮ／本）

水平　）

ソイルセメント強度発現報告書

試験杭又は試験掘りの立会い

杭　径（㎜）

）

ダブル シングル

項　目

ナット

種類及び強度区分等

頭付きスタッド

金属拡張アンカー

接着系アンカー

種類及び強度区分等項　目

スタッド

あと施工アンカー

タ－ンバックル
高力ボルト

普通ボルト

アンカ－ボルト

鉛直ブレース

水平ブレース

混合セメントＢ種

混合セメント

材齢９１日用　　３個以上

７．コンクリート工事

７－１　レディミクストコンクリートの種別

Ⅰ類（JIS Q 1001認証工場のJIS A 5308適合認証コンクリート）

膨張材混和材 フライアッシュ 高炉スラグ微粉末

高性能ＡＥ減水剤 流動化剤

混和剤 工場標準化品 ＡＥ剤 ＡＥ減水剤

砂＋高炉スラグ細骨材 砂＋フェロニッケルスラグ

細骨材 工場標準化品 砂

粗骨材 工場標準化品 砂利 砂利＋砕石又は高炉スラグ

シリカセメント フライアッシュセメント

セメント ポルトランドセメント 高炉セメント

７－２　材料

捨コンクリート土間コンクリート躯体

捨コンクリート土間コンクリート躯体

Ⅱ類（上記以外のJIS A 5308に適合したコンクリート）

平板載荷試験 液状化試験

埋込み工法（

打込み工法（

回転圧入工法

プレボーリング併用打撃工法

認定工法

　　　　　　 ）

　　　　　　 ）

※ 試験回数は、種類、製造ロッド及び径の異なるごとに、かつ、質量２０ｔ以下は１回、２０ｔを超える場合は

２０ｔごと及びその端数につき１回とし、機械的性質の試験体は１回の試験につき３体とする。

配筋検査 ガス圧接部外観検査（全数）

全圧接部 ）ガス圧接部の第三者による超音波探傷試験　（

※ １ロットに対し３０箇所とし無作為に抜き取る。

数に満たない場合は全数とする。１ロットとは１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。

以下、ロットの扱いは同じ。試験は第三者検査とし「８．鉄骨工事」の８－３備考に同じ。

ガス圧接部の引張り検査　　　（ ）現場抜取り

※ 検査対象　　　　　　　　　（ ）全ての圧接鉄筋

※ 現場抜取り採取で、種類、径の異なるごとに１ロットに対し３本とする。

）特殊継手施工後の引張試験　　（

(一社)茨城県建築士事務所協会認定の優良鉄筋施工業者による施工とする。

深礎

オールケーシング

リバース

ＢＨ工法Ｆｃ＝　　　N／ｍ㎡

１－１　構造種別 鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ） 鉄骨造（Ｓ）

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ） 壁式鉄筋コンクリ－ト造（ＷＲＣ）

１－２　階　　数

１－３　屋上付属物 煙　突広告塔

１－４　増築計画 無 有（　　　                 　　　）

１－５　特殊荷重 油圧式　）ロ－プ式

リフト（　　　ｋＮ）エスカレーター

１－６　その他

２．各種の書類、報告書等

※ 工種別に示す試験報告書を提出すること。事前に試験計画書を提出し承諾を受けること。

２－１　提出書類等（その他の提出書類等は工種別に示す。）

施工図（躯体図等）

コンクリート工事の施工計画書コンクリート配合計画書

鉄骨製作工場の承認願い 鉄骨工事の施工計画書（「共仕」に掲げるもの。）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（氏名、資格内容及び証明証の認定機関名を提示する。）２－２　証明証を要する技能士

該当する工種

監督職員が特定する技能士

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（内容は、施工の記録、工事写真、見本等とする。）２－３　工事記録の提出

工事の施工によって隠ぺいされるなど、後日の目視による検査が不可能又は容易でない

部分の施工を行う場合。

一工程の施工を完了した場合。

施工の適切なことを証明する必要があるとして監督職員の指示を受けた場合。

設計図書に定められた施工の確認を行った場合。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２－４　材料等の証明書の提出

杭 安定液、根固め液及び杭周辺固定液 建築用コンクリートブロック

鉄筋 鉄筋継手金物 溶接金網 ＡＬＣパネル

溶接棒、ワイヤ、フラックス鋼材 高力ボルト 普通ボルト

特殊金物スタッド アンカーボルト デッキプレート

ターンバックル ターンバックル用ボルト

セメント 混和材料等 骨材 地盤改良に関するもの

無収縮モルタル材について製造所の証明書

２－５　設備機器等の設置

錆止め塗料

構造体を貫通する配線・配管等は、事前に監督職員の承諾を得ること。

地中に埋設するもの、又は構造体に打込む配線・配管等は、事前に監督職員の承諾を得ること。

設備機器、工作物、その他の部位の設置は、事前に監督職員の承諾を得ること。

建物に付随する旗竿、門扉等で、自重を有するもの、又は風圧を受けるもの、積雪荷重を受ける

ものを施工する場合は、事前に監督職員の承諾を得ること。

承諾は、施工計画書に必要とする施工図等を添えてたものを原則とする。

３．使用構造材料

３－１　コンクリ－ト （場所打ち杭コンクリ－トについては、５．地業工事による。）

増設躯体 普 通

Ｆc(N/ｍ㎡)

設計基準強度

土間コンクリ－ト

捨コンクリ－ト

適用箇所 種 類

普 通

普 通

躯　体

膨張材

スランプ

（ｃｍ）

水セメント比

（％）
備　考

※ スランプは共仕（Ｈ２５）の表６.２.１、６.５.１による。
３※ 単位水量 大値：１８５kg/m ※ コンクリート中の塩化物イオン量：０.３０kg/m　以下

３※ 単位セメント量 小値：２７０kg/m

※ 水セメント比の 大値：普通ポルトランドセメント及び混合セメントのＡ種６５％、高炉セメントＢ種６０％

※ 所要空気量：４.５％（ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤を用いるコンクリート）

※ コンクリートは、アルカリ骨材反応を生じるおそれのないもの。

３－２　高性能無収縮材

強度(N/ｍ㎡)

無収縮モルタル材

構造体用モルタル材

無収縮グラウト材

材　料

金属骨材系

金属骨材系

金属骨材系

非金属骨材系

材　質

非金属骨材系

非金属骨材系

備　考

３－３　建築用コンクリ－トブロック

厚 さ

３－４　鉄　筋

溶接金網

丸　　鋼

項　目

異形鉄筋

種　　類 径 使用箇所 継手工法

重ね継手

ガス圧接継手

特殊継手

種 別 Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

型枠の取外しは、型枠の 小存置期間を経た以後に行う。※

型枠の 小存置期間は、前述の表により、コンクリ－トの材齢又はコンクリ－トの圧縮強度によ※

り定める。なお、圧縮強度により定める場合は、コンクリ－トの試験結果及び安全を確認するた

めの資料・計算書を監督職員に提出して承諾を受ける。

また、寒冷のため強度の発現が遅れると思われる場合は、圧縮強度により定める。

片持梁、ひさし、長大スパンの梁、大形スラブ等の型枠を支持する支柱、又は※

施工荷重が著しく大きい場合の支柱等は、必要に応じて存置期間を延長する。

支柱の盛替えは行わない。スラブ下及び梁下のせき板は原則として支柱を取り外した後に取り外す。※

８．鉄骨工事

８－１　事前に監督職員の承諾を要するもの。

社内検査表

鉄骨製作管理技術者資格証明書 溶接技術者の証明書

８－２　工事監督職員が立会う検査・試験

現寸検査 中間検査（組立・開先） 材料試験（図示による）製品検査

建方検査 溶接に対する技量付加試験（図示による）高力ボルト摩擦接合

８－３　溶接部の検査

％ 第三者検査時立会い

ＪＡＳＳ６

「共仕」

個

％

突合せ溶接部 超音波探傷試験

％

個

％

「共仕」

ＪＡＳＳ６ＪＡＳＳ６

「共仕」

マクロ試験・その他

外観（目視）検査

個

％

検査率または検査数

工事監理者
検査箇所 検査方法

第三者社内

備考
が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者（検査機関）とは、建築主、工事監理者または工事施工者（鉄骨工事施工者以外）

現場溶接部（完全溶込み溶接部）は、原則として第三者検査機関による全数検査を行う。

高架水槽（　　　ｋＮ）

３

ＢＣＰ３２５

ＢＣＲ２９５

ＳＴＫＮ４００Ｂ

ＢＣＰ２３５

ＳＴＫ４００

ＳＴＫＲ４００ＳＵＳ３０４

ＳＳ４００

ＳＭ４９０ＹＡ

ＳＭ４９０ＹＢ

ＳＳＣ４００

ＳＮ４００Ｃ

ＳＮ４００Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｃ

Ｆ１０Ｔ

Ｓ１０Ｔ

ＳＵＳ１０Ｔ

ＪＩＳ Ａ ５５４０Ｆ８Ｔ

４Ｔ

ＳＳ４００ＡＢＲ４００

ＡＢＲ４９０

ＳＴＫ４００ ＳＴＫ４９０

１００ １２０ １５０ ２００

ＪＩＳ Ｇ ３５５１

ＳＤ２９５Ａ

ＳＲ２３５

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ただし、Ⅰ類コンクリートの場合は省略も可。

１００ 　３０

１００ 　３０

ＳＮ４００Ａ

３０以上

Ｄ１０～Ｄ１６

図面の特記による 図面の特記による

※試験掘り及び地盤調査により杭長を確定する。

径、本数

合板 厚１２㎜ 合板 １２㎜ 塗装品 鋼製 ボイド

製作工場の認定（大臣認定　Ｒ　グレード以上）

１００

超音波探傷試験の第三者検査機関は（社）日本溶接協会（ＣＩＷ）認定業者によることを原則とする。

高力ボルト接合摩擦面の処理は、すべり係数値が０．４５以上確保できるようミルスケールを平

グラインダー掛け等により座金外径の２倍以上の幅を除去したのち、一様に錆を発生させたもの

とする。ただし、ショットブラスト又はグリットブラストにより摩擦面の表面祖度を５０μｍＲｚ

以上確保でき、監督職員の承諾を受けた場合は錆の発生を要しない。

高力ボルトの締め付けに使用する機器類はよく点検・調整されたものとする。締め付けの順序は

部材が十分密着するように１次締め、マーキング及び本締めの順で行う。

締め付け後の検査は、各ボルト種類・締め付け工法別に適切な締め付けが行われているか確認検

査を行う。

８－４　柱底均しモルタル

無収縮モルタル モルタル（砂：セメント＝２：１）

８－５　スタッド溶接及びデッキプレート溶接

外観検査（全数） 打撃曲げ試験 ）スタッド溶接部の検査・試験　（

）焼抜き栓溶接 スタッド溶接合成スラブに用いるデッキプレートの溶接（

錆止め塗装をしない部分は、高力ボルト接合の摩擦面、コンクリートと一体になる部分

現場溶接を行う部分の両側１００㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範囲、

その他監督職員の指示する部分とする。耐火被覆を行う部分の塗装は、特記による。

ＪＩＳＫ　　　　　２回塗り錆止め塗装 ＪＩＳＫ５６７４　２回塗り

胴縁及び母屋等（ＳＳＣ４００）は、ＪＩＳＫ５６２１ ２回塗り

溶融亜鉛めっき工法の材料・工法・高力ボルト摩擦面の処理等は、特記による。

８－７　耐火被覆

耐火被覆は特記による。

工事終了後、定められた方法により試験を行い、監督職員の確認を受けること。

８－８　その他

※　空気の滞留、及び水溜りが予想される部材形状については、監督職員の承諾を得て、通風孔、

水抜き穴を設けてもよい。径及び位置については、監督職員の承諾を得ること。

９．その他

９－１　建築設備

安全なものとし、以下の構造方法による。

屋上から突出する建築設備は、建物本体の構造力上主要な部分に緊結された支持構造部に、

又は建物本体の構造耐力上主要な部分に緊結すること。また、これらについて必要な場合は

告示第1389号に準拠した構造計算により構造耐力上安全であることを確認すること。

本建物に設ける給水、排水等の配管設備は以下とすること。

・地震力、風圧力等の外力およびその他の振動、衝撃に対し安全上支障のない構造とすること。

　有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

本建物に設ける建築設備にあっては、建築基準法施行令第129条の2の4に準拠して構造耐力上

・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

建築設備、その支持構造部および緊結金物は、腐食又は腐朽が生じないよう有効な措置を講ずること。

９－２　諸官庁への届出等

※ 諸官庁への届出は、遅滞なく行うこと。

機関としてもよい。

※ 試験・検査は、公的な機関にて行うこと。但し、監督職員の了承を得た場合は、それに準じた

９－３　本仕様書の記載

※ 法律の改正等により本仕様書を変更する場合がある。

※ 本仕様書に記載の無いものは監督職員との協議による。

※ 別添の仕様書と内容が重複した場合は監督職員との協議による。

※

文中「共仕」と記す。

　動および衝撃の緩和のための措置を講ずること。

・管を支持または固定する場合に、吊り金物または防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振

　な損傷防止のための措置を講ずること。

・管の伸縮や変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合は、伸縮継手を設ける等有効

６５％以下

６５％以下

１８

２１

１８

１８

普 通 ６５％以下２１ １８

　縦壁ロッキング構法 

試験掘り　　 本

PRC MFⅠ種 PRC MFⅡ種

試験杭　３ 本

地上　１　階　：　地下　　　　階　：　塔屋　　－　階

キュ－ビクル(　　　ｋＮ)

受水槽（ 　　　kN )

エレベ－タ－（　   人乗：

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成２８年版は、

構造設計標準仕様

Ｄ１９ 基礎柱

基礎、基礎梁、スラブ

柱・大梁・ｽﾁﾌﾅ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

小梁・耐風梁

胴縁

胴縁補強材

特殊柱脚（　　　　　）

特殊仕口材（　　　　　）

長期許容地耐力 ４０ kN／㎡底盤の位置　　設計ＧＬ -１.４m

支持層の地質 （　　ローム　　　）

径、本数　D19

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

・構造体を貫通する設備配管等は、事前に監督職員の承諾を得ること。

（特記以外の梁貫通口は原則として設けない。）

・エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

・地中に埋設するもの、又は構造体に打込む設備配管等は、事前に監督職員の承諾を得ること。

　5cm以上を原則とする。

・床ｽﾗﾌﾞ内に設備配管等を埋込む場合はｽﾗﾌﾞ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ

青
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飯
島

戸
田

額
賀
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縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記
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株式
会社
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令和 元年度三和 分署車庫建設 工事
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2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし

2. 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合(基礎梁を除く)の鉄筋には、フックを付ける。

1. 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合(基礎梁を除く)の鉄筋には、フックを付ける。

する。なお、P1@、P2@、

隔を1.5P1@又は1.5P2@、

1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70mm以上の場合の補強を示す。

25φ 28φ22φ19φ16φ13φ9φ丸鋼

D19 D22 D25 D29D10 D13 D16異形鉄筋

表示

18 30d35d

<表-2.2>

鉄筋の表示

設計
かぶり厚さ

最小
かぶり厚さ

特記
かぶり厚さ

屋　外

屋　内

仕上げあり

仕上げあり

柱 梁 耐力壁， ，

仕上げありスラブ 耐力壁
以外の壁 　　

，

煙突等高熱を受ける部分

擁壁　耐圧スラブ

柱　梁　スラブ　壁

基礎　擁壁　耐圧スラブ

，

， ， ，

， ，

土に接す
る部分　

土に接し
ない部分

仕上げなし

仕上げなし

仕上げなし

（注）

３.スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、
　 捨コンクリートの厚さを含まない。

４.杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

１.※印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの

２.「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の

５.塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

　 場合は、特記による。

　 耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材、塗装等)のものを除く。

　　 数値を標準とする。

(１) 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下表による。

(２) 柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10㎜を加えた

(３) 鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

　　 ただし、柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを

　　 径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

30

40

40

40

40

50

50

50

70

70

30

30

30

30

20

40

40

40

60

60

※

※

(４) 採用かぶり厚さは、 設計かぶり厚さ 最小かぶり厚さ 特記かぶり厚さとする。

構　造　部　分　の　種　類

4d
以

上

dD d
D

4d
以
上

また、中間部での折曲げは行わない。

軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

　　 小梁は除く。

ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。

以上とし、余長を8d以上とし、投影定着長さを<表-3>に示す長さとする。

Ｌ1 ,Ｌ1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

Ｌ2 ,Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

Ｌ3 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける

Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

1.

3.

5.

6.

7.

4.

2.

（注）

フックあり定着の場合は、図-②(イ)に示すようにフック部分　を含まない。

が<表-2.2>のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を<表-2.2>に示す直線定着長さ

定着の方法は <図-②>(ロ) による。なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬ

10d

21

30,33,36

24,27

40d 35d 25d

35d 30d 20d

35d 30d 20d

18

21

30,33,36

24,27

21

30,33,36

24,27

50d 40d 30d

45d 35d 25d

40d 35d 25d

35d 30d

30d

20d

50d 40d 30d

35d40d

45d 40d

25d

20d

10d
かつ
150㎜
以上

30d

25d

25d

35d

30d

30d

35d

25d

35d

30d

45d 40d

小梁 スラブ小梁 スラブ

SD295A
SD295B

SD345

SD390

鉄筋の

種　類

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

Fc(N/mm2)

コンクリートの
設計基準強度

1 2
3 3h

Ｌ Ｌ
Ｌ Ｌ

2h1hＬ Ｌ

L1,L2又はL3 L1h,L2h又はL3h

定着起点 定着起点

鉄
筋
の
定
着
の
長
さ

１－４　鉄筋（溶接金網を含む）の最小かぶり厚さ（㎜）

1.（注）

2.

余長は4d以上とする。

90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

1hL
<表-2.1>

柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。

と＜表-2.1＞の重ね継手長さのうち大きい値とする。

１－２　鉄筋の継手及び定着の長さ

1-2-1　鉄筋の継手

1L

SD345 

SD390

30,33,36

18

21

30,33,36

24,27

21

30,33,36

24,27

35d

50d

45d

40d

35d

50d

40d

45d

25d

35d

30d

30d

35d

25d

35d

30d

45d 35d

SD295A
SD295B

21

24,27

40d

35d

30d

25d

鉄筋の種類
(フックなし) (フックあり)

コンクリートの設計

18

基準強度Fc(N/mm2)

鉄
筋
の
重
ね
継
手
の
長
さ

Ｌ1,Ｌ1h:重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ1.

2.

（注）

軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.

フックありの場合のＬ1hは、図-①に示すように

フック部分　を含まない。

<図-①>
フックありの場合の重ね継手の長さ

L1h

<表-1>

折曲げ図
折曲げ

SD390SD295A,SD295B,SD345

１－１　鉄筋の折曲げ

角　度

D
d

4d以上

D
d

6d
以

上

D
d

8d
以

上

3d以上 4d以上 5d以上

片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90ﾟフック又は135ﾟフックを用いる場合には、

 180ﾟ

 135ﾟ

 90ﾟ

 135ﾟ
及び
 90ﾟ

D19 ～ D38 D19 ～ D38D16以下

折曲げ内法直径(Ｄ)

(幅止め筋)

5-1-2　小梁主筋の定着

L2
Lb

余長

/32 0

余長

L2
Lb

L2
Lb

外端

連続端 連続端

端部端部

15d(余長) 15d(余長)

7

余長

o/12o/6

o/4

15d(余長) 15d(余長)

o/4

20d(余長) 20d(余長)

o/2

o

o/4 o/4

o/4 o/4o/2

L2(定着)

o

o

※L3h

20d(余長)

20d(余長)

20d(余長)

o/2o/4

o/4 o/4o/2

o/6 o/6
※L3h L3h※

15d(余長) 15d(余長)

20d(余長)

（壁筋及びD16以下のスラブ筋は除く） <表-4>

a≧400㎜、かつ、a≧(b＋40)㎜

a La

L

L 1

a＝0.5L

a≧0.5L

a

a＝0.5L

a≧400㎜
a

カップラー

a

b

1

a≧0.5L 1

1h1h

1

1

圧接継手・溶接継手

L1h L1ha

機
械
式
継
手

圧
接
継
手

溶
接
継
手

重
ね
継
手

の場合

フックあり

フックなし

の場合

L

L

1h

1h

L 1

１－３ 隣り合う継手の位置及び鉄筋の間隔

1-3-1　隣り合う継手の位置

(１) 粗骨材の最大寸法の1.25倍

(３) 隣り合う鉄筋の平均径｢ｄ｣の1.5倍

(２) 25mm

鉄筋相互のあきは下図により、次の値のうち最大のもの以上とする。

1-3-2　鉄筋の間隔

ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、特記による。

あきD D

間隔

Ｄは、鉄筋の最大外径

1-2-2　鉄筋の定着

<図-②>定着の方法
<表-3>

30,33,36 20d 15d

18

21

30,33,36

24,27

21

24,27

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

20d

15d

15d

20d

20d

20d 15d

30,33,36

24,27 15d

15d

15d

15d

21 15d 15d

Fc(N/mm2)基準強度

18

SD345 

SD295B
SD295A

SD390

鉄筋の種類 Ｌa Ｌb
コンクリートの設計

（注）1.

2.

3.

La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む。)

Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ(片持小梁及び片持スラブを除く。)

軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

投
影
定
着
長
さ

フックあり定着の長さ
柱内折曲げ定着の投影定着長さ

梁主筋の 小梁及びスラブの上端筋の
梁内折曲げ定着の投影定着長さ

直線定着の長さ

余
長L

La

【※】

(ただし、柱せい
の3/4倍以上)

余
長L

Lb

L1又はL2

※<表-2.2>の長さを全長で確保する。

(イ)直線定着 (ロ)折曲げ定着

1-2-3　その他の鉄筋の継手及び定着

スパイラル筋の継手及び定着

d

≧6d d

≧6d

50d

(柱頭又は柱脚部)

末 端 部

(重ね継手)

中 間 部

d

≧6d

50d

d

≧6d

1.5巻き以上の添巻き

１－６　鉄筋の保護

ＣＬ ＣＬ

梁梁
L2

ＬＣ

柱

<Ａ,Ｂ形平面>

特記による。

3-1-2　継手、定着

3-1-1　一般事項

2-1-2　杭頭の補強

2-1-3　直接基礎

２－２　現場打杭

２－１　基礎の配筋

2-1-1　杭基礎

３－１　基礎梁主筋の継手及び定着

≧100

継手長さ (余長)15d LaLa

継手長さL2

余長

L2

余長

余長

La La

余長

L2

※

※ ※

※

(注)（基礎梁に構造スラブが付く場合）･･･「5-1-1 大梁主筋の定着(一般階)」に準ずる。

L2o/4 o/4o/2

o

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

連続基礎配力筋

ＣＬ ＣＬ

継手長さ

(余長)15d

(余長)20dLa

La

L2

余長

L2 L2

余長

余長

o/4 o/4o/2

o

継手長さ

※

※

※
La

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

L2

「1-2鉄筋の継手及び定着の
長さ」によることができる。

３－３　基礎接合部の補強

※ L2hを確保できない場合は、

L2

L2

Ｄ

3-D16

L2h

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

梁
幅

3-D16

L2

L2

※

L2

※
L2h

Ｄ

梁
幅

定着

梁面より割付

帯筋

帯筋

４－１　柱主筋の余長、定着、継手位置及び帯筋の割付

≧150 ≧150

L
2

□
-
1.
5
P
1
@

P
1
@

□
-
1
.
5
P
1@

P
3
@

P
2
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□
-
1
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5
P
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5
0
0
以
上
､
か

つ
､
1
,
5
0
0以

下
5
00
以

上
､
か
つ

､
1
,
50
0
以

下

□
-
1
.
5P
3
@

厚さ
かぶり

L
2

L
2

が多い場合
上階の鉄筋
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帯筋組立の形は下図により、適用は特記による。特記がなければ、次による。

d

Ｌ Ｌ Ｌ

≧6d

≧8d

≧6d≧6d

４－２　帯筋の形状、組立

(１) Ｈ形を標準とする。

P@

P@ P@

P@
Ｌ

≧6d

≧40d

≧6d

d
≧6d

d

打増し部分を示す｡

一方向の打増し ニ方向の打増し

４－３　柱の打増し補強配筋

L2

帯筋と同径、

同材質、同間隔

a1

打増し部分

L2

a2

L2

a

打増し部分

L2

300
以下

300
以下

300
以下

300
以下

300
以下

300以下

300以下

300以下

柱

梁梁

下記の（１）～（５）に示す異形鉄筋の末端部には、フックを付ける

１－５　鉄筋のフック

重ね継手とする場合一般の場合

L1

３－２　基礎梁のあばら筋

　　 による。

d

≧8d

1.柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の

2.隣り合う継ぎ手の位置は、1-3-1の<表-4>による。

柱頭にある場合には、フックを付ける。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの 3/4倍以上とする。

※ 連結筋は、6φ-1,000＠

※ ａは、1-3-2鉄筋の最小間隔による。

　定着長さはL2とする。

3.軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。

ＣＬ
ＬＣ

La

L2

L2
La

余長

余長

定着部が接近するときは
引き通すことができる　

最上階

La

La

L2

余長

余長

L2

※

※

一般階

L1 L1

L1 L1

15d(余長)15d(余長)

※

※

L1 L1

L1L1

o

o/4o/2

L2

o/4

柱内定着

L2

５－１　定着

＜梁主筋の梁内定着＞

5-1-1　大梁主筋の定着

1. 梁主筋は原則として柱をまたいで引き通す。引き通すことができない場合は、

｢1-2 鉄筋の継手及び定着の長さ｣に準じて柱内に定着することができる。

ただし､やむを得ず梁内に定着する場合、右図による｡

2. 梁主筋を柱内に定着する場合は、下記による。

上端筋：曲げ降ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

梁 梁
L2

柱

ＣＬＣＬ

余長

L2

余長

L2

L2

La

La 15d

o/4

柱内定着

L2

La

L2

余長

(余長)

o/2

D

余長

L2

余長

L2 L2

L2

余長余長

※

※
※

※

※

※

最上階

o

La
※

La

La

La

o/4

D

15d(余長)継手長さ

一般階

15d(余長)

20d(余長)

継手長さ

o/4

上端筋：中央 　o/2以内

下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し、 　o/4を加えた範囲以内

1. 継手中心位置は次による。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの 3/4倍以上とする。

ＣＬ

※ 吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを

２本重ねたものとする。
梁梁

Ｄ≦100

吊上げ筋

ＣＬ

柱

柱に取り付く梁に段差
がある場合、帯筋の間

1.5P3@とする範囲は、
その柱に取り付くすべ
ての梁を考慮して適用

の間隔を示す。
P3@は、特記された帯筋

上下の柱断面寸法が
異なる場合、帯筋は
一般の帯筋より
１サイズ太い鉄筋又
は同径のものを２本
重ねたものとする。はかま筋

腹筋と兼ねてよい

連続基礎主筋

基礎梁主筋

基礎梁あばら筋

はかま筋

Ａ
基礎筋

基礎筋 はかま筋

15d

Ａ部詳細

はかま筋基礎筋

特記による。

GL

＜ハンチのない場合＞

＜ハンチのある場合＞

＜大梁に段差がある場合＞

＜連続小梁＞

＜単独小梁＞

＜ＳＰ形＞(スパイラル筋)

＜Ｗ－Ⅰ形＞

＜Ｈ　形＞

＜丸　形＞

※溶接は、鉄筋の組立て前に行う。

1.梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

※ L3hを確保できない場合は、「1-2鉄筋の継手及び定着の長さ」によることができる。

（２） 鉄筋の加工は、1-1による。

（１） 杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法は、次による。

(４) あばら筋の割付は､「5-3-1 あばら筋の割付」による。

　　 学会　鉄筋コンクリート造配筋指針｣による。

(３) 腹筋及び幅止め筋は、特記なき限り「日本建築

　　 合で、かつ、梁せいが 1.5ｍ以上の場合は右図

(２) あばら筋組立の形及びフックの位置は、

　　 ｢5-3-2 あばら筋組立の形及びフックの位置｣

　　 による。ただし、梁の上下にスラブが付く場

(１) あばら筋の径及び間隔は、特記による。

（１） 柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び
　　　 最上階の柱頭にある場合

（２） 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の

（３） 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（４） 杭基礎のベース筋

（５） 帯筋、あばら筋及び幅止め筋

　　　 両端にある場合（基礎梁を除く）

　　 特に、かぶり厚さ、上端筋の位置及び間隔の保持に努める。

　　 歩かないようにする。

(２) コンクリート打込みによる鉄筋の乱れは、なるべく少なくする。

(１) 鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡し、直接鉄筋の上を

(３) 溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5ｄ以上、片面フレア溶接の場合は10ｄ以上とする。

(２) フック及び継手の位置は、交互とする。

(４) ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻きを行なう。

(５) Ｈ形の135ﾟ曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

４－４　二段筋の保持

200＜Ｄ≦1,0000＜Ｄ≦200

　 特記がなければ､Ｂ形とする。

※ 中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと

　 同じ調合のコンクリートを使用する。

※ 既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。

※ 既製コンクリート杭の杭頭部の補強方法は、

　 Ａ形又はＢ形とし､適用は特記による｡

L
1

杭
径

の
1
.5
倍

L
2

15d

杭
径1
0
0

中詰めコンクリート補強筋

底盤補強筋L
2

D13-200＠縦横

基礎筋

中詰めコンクリート

基礎筋

基礎筋

D13-300＠縦横D13-300＠縦横

<Ｂ形><Ａ形>

<連続基礎><独立基礎>

定着する場合は、右図による。

上端筋：曲げ降ろす。

(１) 梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこ

とができない場合は、柱内に定着する。ただし、やむを得ず梁内に

(２) 梁主筋を柱内に定着する場合は、下記による。

下端筋：原則として曲げ上げる。

（基礎梁にスラブが付かない場合）

(１) 独立基礎の場合

(２) 連続基礎及びべた基礎、独立基礎で耐圧スラブ付きの場合

ａ

a

ａ

4d 4d

ａ

20d

ａ

ａ

（１）鉄筋は､設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ､常温で正しく加工して組み立てる。

（２）異形鉄筋の径（「d」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

（３）有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は、使用しない。

（４）コイル状の鉄筋は、直線状態にしてから使用する。この際、鉄筋に損傷を与えない。

（５）鉄筋には、点付け溶接を行なわない。また、アークストライクを起こしてはならない。

（６）鉄筋の切断は、シャーカッター等によって行う。

（７）鉄筋の組立は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径 0.8㎜以上の鉄線で結束し、適切な

（８）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手又は溶接継手とし、適用は特記に

（９）D16以下の細径鉄筋の溶接は、重ねアーク溶接とし、溶接技能者は、鉄骨工事の溶接接合

（10）設備配管、スイッチ等の設置により、設計図書に定める配筋ができない場合は、監督職

位置にスペーサー、吊金物等を使用して行う。なお、スペーサーは、転倒及び作業荷重

等に耐えられるものとし、スラブのスペーサーは、原則として、鋼製とする。 また、

よる。

鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。

[技能資格者]に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。

員と協議する。

（１）鉄筋の継手位置は、特記による。

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（３）耐力壁の鉄筋の重ね継手の場合、特記がなければ、40d(軽量コンクリートの場合は50d)

（４）(１)以外の鉄筋の重ね継手の長さは<表-2.1>による。

（１）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着の長さは＜表-2.2＞による。

（２）適用は特記による。

（３）(１)(２)以外の鉄筋の定着の長さは<表-2.2>による。

１－０ 一般事項

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

二段筋

二段筋

１．加工及び組立

２．基礎

３．基礎梁

４．柱

５．大梁・小梁・片持梁
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１） Ｓ-０２



上

上

９．コンクリートブロック帳壁との取合い

６．壁

配筋する。

される鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて

横、斜補強筋とは別に開口によって切断

３．設備の小開口が連続してあく場合は縦、

２．スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔

(CS6及びCS7)

o

L2

※2

L2

L2

片持梁筋折下げ

o/4o/4

o/4o/2o/4

（３）鉄筋の種類及び呼び径(mm)
（２）スラブ厚さ(mm)
（１）配筋種別

【その他記載すべき事項】

片持ちスラブ先端に壁が付く場合の配筋

※ 先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部 監修
Ｍ形配筋

4-2-D19

4-2-D19

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D13

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

なし

なし

2-6φ-100@

2-6φ-100@

2-2-D13

なし

溶接金網 配筋図

ＭＨ７

ＭＨ６

ＭＨ５

ＭＨ４

ＭＨ３

ＭＨ２

ＭＨ１

Ｍ
Ｈ
形
配
筋

縦筋斜め筋配筋種別

配筋図上下縦筋横筋縦筋斜め筋配筋種別

3-2-D13

2-2-D132-2-D13

なし

2-2-D13

なしＨ１

Ｈ２

Ｈ３

Ｈ４ 4-2-D16

Ｈ５

Ｈ６

4-2-D22Ｈ７

Ｈ
形
配
筋

（注）　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

（８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる

ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

（13）梁貫通孔の補強形式は下図により、配筋種別は特記による。
（12）大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。

とする。
（11）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心

なお、リング筋は溶接金網に4箇所以上溶接する。
（10）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。
（９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、（３）の図による。
（６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。
（５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（４）孔は、柱面から、原則として、1.5D(Dは梁せい)以上離す。

貫通孔が円形の場合 貫通孔が円形でない場合

L1L1

L1

L1

L1

L1

＜補強筋の定着長さ＞

範囲には設けてはならない。
（３）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3(Dは梁せい)の
（２）孔の径は、梁せいの１/３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

（２）出隅受け部(下図の斜線部分)の補強筋は、特記による。

Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、床版の付く側を 90ﾟ折曲げとする。

（ロ）～（ニ）とすることができる。
（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、

（１）（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、

（２）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

あばら筋

縦筋上縦筋

横筋

斜め筋

斜め筋 縦筋

＜ＭＨ形及びＭ形＞

＜Ｈ形＞

斜め筋

上縦筋

下縦筋 斜め筋

横筋

縦筋

縦筋

斜め筋リング筋

あばら筋

溶接金網

貫通孔外径

突出し

突出し

余長

余長

かぶり

かぶり

リング筋

突合せ溶接

D

突出し

余長 D/2
リング筋
(突合せ溶接)

溶接金網

あばら筋

あばら筋

下縦筋

（１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。

(n1/2)本

D10

(n2/2)本

2-D13

2-D13

2-D13

L1

L1

L1

L1

L1

L1

L1

L1

n1本

n2本

土間コンクリート補強筋

L2L2

D13
D13 a

L2L2

a

び間隔に合わせる
補強筋の鉄筋径及
土間コンクリート

端部中間部

L2

L2
L2

a

スラブ筋と同径,同材質,同間隔

a
※ a≦300の場合

D13

D13

L3
L2 L2

７－７　土間スラブの打継ぎ補強

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。

７－９　階段の配筋

階段の配筋は設計図書による。

※ a≦300の場合

端部中間部

７－８　土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋

5-D10(　=1,500)

5-D10(　=1,500)

2-D13
先端部補強筋

2-D13
先端部補強筋

受け筋 受け筋

ＣＬ

L

L2

L1

L3

L3

L

ＣＬ
L1

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

７－６　屋根スラブの補強

補強を省略することができる。

り、開口部を避けて配筋できる場合は、

以下で、鉄筋を緩やかに曲げることによ

を上下筋の内側に配筋する。

に斜め方向に 2-D13（　=2L1）シングル

筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部

は、左図により開口によって切られる鉄

１．スラブ開口の最大径が 700㎜以下の場合

スラブ開口部の補強は、特記による。特記がなければ下記による。

７－５　スラブ開口部の補強

350

D13

Ｈ

L2

L25Ｈ

Ｈ

D13

D13

＜ Ｈ≦70の場合 ＞ ＜ 70＜Ｈ≦150の場合 ＞

（１）150㎜以下の段差のあるスラブの補強は、下図による。

７－４　段差のあるスラブの補強

出隅受け部

出隅受け部

柱又は梁にL1
定着する

L
1 L
1

L3 L3

補
強

筋
出

隅
部

分
の

一般スラブ配力筋

1/2

L3

1/
2

L1 　1/2

　
1/

2

22

※　1≧　2とする ※　1≧　2とする

補強筋の定着
1

出隅部分の補強筋

（４）鉄筋の間隔(㎜)又は本数
（３）鉄筋の種類及び呼び径(㎜)
（２）スラブ厚さ(㎜)
（１）配筋種別

【その他記載すべき事項】

1

出隅部

＜出隅受け部配筋＞

※ 出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する

＜出隅部分補強配筋＞

開口
L1

L1

L1

補強筋

壁配筋

（１）鉄筋の種類及び呼び径(mm)
【その他記載すべき事項】

（２）縦筋及び横筋の間隔
（３）打増し幅

（１）補強の配筋は、特記による。配筋方法は、下図による。

（２）壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。

（１）壁開口部の補強筋は設計図書による。

7-3-2　出隅部

先
端

壁
厚

以
上

先
端

壁
厚

以
上 L
2

10
0以

下
1
00
以

下

10
0以

下

2-D13

2-D13

先端壁の縦筋の径
及び間隔に合わせる。

※ スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

L2

L2

2. 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合(基礎梁を除く)の鉄筋には、フックを付ける。

（１）鉄筋の種類及び呼び径(mm)
【その他記載すべき事項】

（２）あばら筋組立の形 （１）鉄筋の種類及び呼び径(mm)
【その他記載すべき事項】

配力筋

L

先端部補強筋

≦600

2-D13

主筋

－

－

D10-400@

D10-200@

D10,D13-200@

D10,D13-200@

D10-200@

D10-200@

D10,D13-300@

D10,D13-150@

D13-300@

D13-150@

D13-100@

D13-200@

片持ちスラブの配筋

CS7

CS6

CS5

CS4

CS3

CS2

下

上

下

下

上

下

上

下

下

上

CS1
下

上

配筋種別 主　筋

L2

L2

D13
受け筋

2-D13
先端部補強筋

配力筋 主筋 　　　 D16(　＞1,000)
受け筋 D13(　≦1,000)

ＣＬ

L3

(CS1からCS5)

片持スラブの配筋は、下図による。

7-3-1　片持スラブの配筋

７－３　片持スラブ

(D16)
受け筋

余長

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

（１）鉄筋の種類及び呼び径(mm)
【その他記載すべき事項】

＜耐圧スラブの場合＞＜一般スラブの場合＞

（１）スラブの配筋種別、スラブ厚さ(㎜)及び鉄筋の種類は、特記による。

（２）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

L3

L2

L2

Lb
Lb

余長

L2

L3

Lb

余長

L2

余長

L2

Ｌ

Lb
L2

L3L3

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

ＣＬ
ＣＬ

ＣＬ

Ｌ ＣＣ

受け筋

受け筋

（３）鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。

７－２　スラブ筋の定着長さ及び受け筋

７－１　スラブの配筋

パラペットの配筋は設計図書による。

6-3-3　パラペット

a

打増し部分

L2

（３）打増し幅
（２）軸方向の補強筋本数
（１）鉄筋の種類及び呼び径(mm)

【その他記載すべき事項】

（２）壁の打増し補強配筋は下図により、打増し厚さａが50mm以上の場合の補強を示す。

（１）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。

6-3-2　その他

避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（３）開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を

6-3-1　壁開口部の補強

６－３　壁の補強

（２）あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、定着

2-D13 4-D132-D131-D13

壁配筋と同じ
1-D13

1-D13

1-D10

1-D10

スラブへの定着（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

L2

1,000

1-D13

1-D13

L2

2-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）

交差部（水平断面）

（水平断面を示す）

1-D13

1-D13

2-D13

1-D13

1-D13

1-D13 1-D13

1-D13

L2

L2

L2

L2

L2

L2L2L2L2

継手L1

（２）壁筋の間隔
（１）鉄筋の種類及び呼び径(mm)

【その他記載すべき事項】

６－２　壁の交差部及び端部の配筋

（５）一般部壁の配筋は、下図による。

（４）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

（３）耐力壁の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第36条及び第73条の規定に注意が必要である。

（２）原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

（１）壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

長さはL2とする。

（１）梁の打増し補強配筋は下図により、打増し幅が70㎜以上の場合の補強を示す。

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。

L2

P＠
≦P＠≦P＠

≦P＠

梁主筋位置

P＠

≦P＠

梁

柱

L1

梁主筋位置

梁

柱主筋位置 柱主筋位置

（注）P＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

６－１　一般事項

a

L2

b

20d

20d

a

L2

L2

a

打増し部分を示す。

腹筋は５-４による

aL2 L2

a2

L2

同材質、同間隔
あばら筋と同径、

a1 b

同材質、同間隔
あばら筋と同径、

b

a

L2

＜上端の打増し＞ ＜下端の打増し＞ ＜側面の打増し＞ ＜二方向の打増し＞

５－６　梁の打増し補強

　 柱ＨＯＯＰのかぶりに注意

※ 柱主筋径だけあばら筋幅を狭めて加工する。

５－５　二段筋、その他

※ 継手位置はハッチング部分が好ましい。

o/4o/127

o

o/6

o

o/4o/2o/4

o/2o/4o/4o/2 o/4o/4

20d(余長)20d(余長) 20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

連続端連続端外端

5-2-2　小梁主筋の継手

(１)あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

(２)あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

5-3-1　あばら筋の割付

５－３　あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

柱面より割り付ける

D

≦P＠≦P＠≦P＠
P＠P＠P＠

ＬＬ ＣＣ

柱面より割り付ける

＜間隔が一様で、ハンチのある場合＞

＜間隔が一様で、ハンチのない場合＞
ＣＬ ＣＬ

≦P＠
P＠

≒30

D

≒30

o

（注）図中の P＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

o/4o/4

≦P'＠
P'＠P＠P'＠

柱面より割り付ける

D

＜梁の端部で間隔の異なる場合＞

（ニ）

≧8d

（ハ）

≧8d

≧6d
（ロ）

≧8d

（イ）
≧6d

d

5-3-2　あばら筋組立の形及びフックの位置

1,200≦Ｄ≦1,500600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200

＜壁梁＞＜一般の梁＞

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

幅止め筋

2-D10
腹筋

≦300

≦300

≦300Ｄ
2-D13

≦300

≦300

2-D13

2-D13

2-D13

腹筋

継手 L1

D

15d(余長)15d(余長) 継手 L1

DD

※ 継手位置はハッチング部分が好ましい。

５－２　継手

5-2-1　大梁主筋の継手

※ Laの数値は、原則として、柱せいの 3/4倍以上とする。

1. 継手中心位置は次による。

下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し、 　o/4を加えた範囲以内

上端筋：中央 　o/2以内

片持梁

（頭つなぎ梁）
先端小梁

片持梁筋折下げ

小梁連続端部小梁外端部

先端小梁

垂直断面水平断面

片持梁

＜先端に小梁がある場合＞

ＣＬ

※2. L3hを確保できない場合は、標準図(1)の＜図-②＞(ロ)折り曲げ定着によることができる。

※1. Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

※2

La※1
15d(余長) 2 /3

L2
ＬＣ

15d(余長) 2 /3

L3h
L

余長

L3h
L

最上階一般階

＜先端に小梁のない場合＞

5-1-3　片持梁主筋の定着及び余長

L

ＣＬ

L1

８－１　梁貫通孔の補強

５－４　腹筋及び幅止め筋

（ａは基準あき寸法）

a+0～10㎜

※
※

を充填する。
（２）縦目地空洞部には、ブロック２段以下ごとに、適切にモルタル又はコンクリート

ある場合は除く。

コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さ

800

D10-200@D10

＜下部立上がりのある場合＞

コンクリートブロック帳壁

＜控壁の配筋＞

t

D10-200@

L2

L2

D10

D13

D16

に設置される場合＞

＜帳壁が土間コンクリート上
D13

L2

h0

D13

L2

t

L1h
D13

L2L2

※ その他のＣＢとの取り合い及びディティールについては設計図書による。

※ ブロック壁の配筋は、設計図による。

（１）鉄筋の種類及び呼び径(mm)
【その他記載すべき事項】

（１）ｈ0≦25ｔ かつ 3,500以下とする。ただし、直交方向 25ｔ以内に壁又は柱が

＜一般の場合＞

t
　　片面10ｄ以上)
(両面5ｄ以上又は
溶接

D13

L2 L2

　片面10ｄ以上)
(両面5ｄ以上又は
溶接

D13

h0

L2L2

７．スラブ

８．梁貫通孔その他の配筋

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成２８年版 参照

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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寸法（㎜）

φ B S

θφ

B プレート

・フレアー溶接長は，鋼板に接する全長とする。

5

4

13 8 4.5

16 9

10 6

22

25 12 8

711

19

9 7

・9㎜－16㎜は１パス以上，19㎜以上は２パス以上とする。

　溶接棒角度θは30ﾟ～ 40ﾟとする。

Ｈ以上

Ｈ

Ｘ－Ｘ 断面図

Ｙ－Ｙ 断面図

Ｙ－Ｙ 断面図

通し形裏当て金

裏当て金取付け溶接施す部位

長さ=40～60㎜程度とする

エンドタブ：裏当て金に取り付る

すみ肉溶接　S=4～6㎜，1パス，

･通し形裏当て金（スカラップを設ける場合に適用する）

母材との

組立溶接

（開先内）

組立溶接はしない

母材との

裏当て金との組立溶接

長さ=40～60mm程度とする

裏当て金取付け溶接施す部位 分割形裏当て金

フィレットの形状に合わせる

エンドタブ：裏当て金に取り付る

分割形裏当て金

すみ肉溶接　S=4～6mm，1パス，

･分割形裏当て金（スカラップを設けない場合に適用する）

溶接姿勢 F.V

θ

25㎜以上

GL L

R≦2

t

溶接姿勢 F.V

6<t<19mm

f=t/4

t㎜

12≦t≦19

t>19

θ G

6

9

9

6

9

9

L

5

5

8

θ G

6

6

9 9

9

6

t L

5

5

835

45

45

35

t

S S

DD

溶接姿勢

t≧19㎜t

F.V

（裏はつり後裏溶接）

θ

G

θ＝45ﾟ

θ＝45ﾟ

1
5

（裏はつり後溶接）
（裏はつり後溶接）

R≦2

ｆ≧0.5㎜　（但し，ｔ≧15㎜のとき4㎜とする）

ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合

R≦2

R≦2

R≦2

削り面

6 5 6 5

8

8

9

98

89

9

溶接姿勢

t㎜

16≦t

F.V

Gθ L θ G Lt t

溶接姿勢

t 6<t<19mm

F.V

2

3

4

1

 4＜t≦12

12＜t≦19

t≦ 4

t＞19

f＝t/4

f=t/4

f=t/4

Ｔ形突合せ継手余盛

θ
= 

60゚

θ＝45ﾟ 55ﾟ

θ
＝

 60゚

θ=60ﾟ

以下

 6≦t＜12

12≦t＜16

35

 6＜t＜12

6

6

9

45

45

35

45

35

35

ﾟ

ﾟ

ﾟ

6

9

9

ﾟ

ﾟ

ﾟ

ﾟ

ﾟ

ﾟ ﾟ

ﾟ

ﾟ

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。

・補強すみ肉溶接を付加する。

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。　ＡＡＧ

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長（単位ｍｍ）

・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

　とすることが望ましい。

（ｔはｔ ，ｔ の小なる方とする。）

・脚長Ｓ＝ｔ

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。

S
t

裏当て金：板厚9㎜以上とする

（H=100の場合は、35→20とする）

複合円を滑らかに

仕上げること

r=10の円弧の接点は、

裏当て金と5㎜程度離す

※印は、25mm → ｔ＜ 28㎜
　　　　30mm → ｔ≧ 28㎜

　余盛は（1 + 0.1Ｓ）㎜以下とする。

ａ＞４㎜の場合

平継手で板厚が異なるとき

X1－X1 断面図

Ｘ3－Ｘ3 断面図

Ｘ2－Ｘ2 断面図

45

8

Ｋ形の場合

④

以
上

５
０

２
５

以
上

以
上

２
５

※

75ﾟ 105ﾟ

（ｂ）一　般　部

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

※

※ ※

※

（ａ）柱 頭 部 （ｃ）段　差　部

Ｂ－Ｂ断面図

Ａ－Ａ断面図Ｙ Ｘ

Ｘ

Ｙ Ｘ

Ｘ

※※

S

L

③④⑤

①

③

①

⑥⑦

④

④ ①

④

⑥⑦

●山形梁の取付

100以上を　
　　標準とする

柱の角のＲに接しないこと

●梁成が異なる場合及び柱が折れる場合
⑥⑦

④

①④

④

④

ｔ
⑥⑦

(注) ｔ＞柱フランジのプレート厚
　   θ ＝　　～　　

100以上

④

④

④

④③

④
⑥⑦

①

④

⑥⑦

⑥⑦

２ Ｙ

①

Ｙ ２

１　　　１

２　　　２

100以上

⑦

⑥

内ダイヤフラムに接続する梁フランジは
　　　　　　柱の角のＲに接しないこと　

内ダイヤフラム　

１

⑥⑦

①

④

⑥⑦

④

④

１

１

１ １

１

１　　　１

ガス抜き穴

ガス抜き穴 ガス抜き穴

（ａ）柱　頭　部 （ｃ）段　差　部

10

Ａ－Ａ断面図

Ｂ－Ｂ断面図

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

（ｂ）一　般　部

150以上

10

④

①

②

②

②

Ｘ３

３Ｘ

150以上

10

②

④

①

①
①

④

④

④
②

④

②

①
①

②
②

④
②

①

①

①
④

①
① ①

①

④

②

④

④

⑥⑦

１

10

③⑤

④

１

３Ｘ

３Ｘ

ＸＸ　

２Ｘ ２Ｘ

①

（１)

◎ 通しダイアフラムの板厚は、梁フランジ最大板厚の

　 ２サイズアップとし、かつ柱板厚以上を原則とする。

良

下向　Ｆ 横向　Ｈ立向　Ｖ

良

上向　Ｏ

溶接方法

・ア－ク手溶接（ＭＣ）

（ｃ）

溶接姿勢

・セルフ（ノンガス）

シ－ルドア－ク半自動溶接（ＮＧＣ）

（ｄ）

（イ）組立溶接

溶接施工

（ｅ）

（ｆ）

組立溶接技能者は、本工事に従事する高い溶接技術を有する者が行う。

特記の無い場合は、溶接終了後

（Ⅱ）

（Ⅲ）

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の

エンドタブを取り付ける。

エンドタブの材質は、母材と同質とする。

グラインダ－仕上げとする。

エンドタブ

（Ⅰ）

裏当て金

（Ⅳ）

材質は、母材と同質材料とし厚さは手溶接

で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする。

ノンスカラップ工法

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（イ）

両端部に母材と同厚で同開先形状の

NGC、GC：40mm以上とし

溶接機器

（ロ）ア－クエア－ガウジング機（直流）

（ニ）セルフシ－ルドア－ク半自動溶接機

（ハ）ガスシ－ルドア－ク半自動溶接機

（ｂ）

（チ）

（ト）溶接棒乾燥機

（イ）交流ア－ク溶接機　300Ａ～500Ａ

承諾を得る。

・ガスシ－ルドア－ク半自動溶接（ＧＣ）

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については資料を提出し設計者又は工事監理者の

組立溶接は、溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

（ホ）サブマ－ジア－ク溶接機

（ヘ）溶接電流を測定する電流計

・ア－クエア－ガウジング（ＡＡＧ）

（ａ）

（ｃ）

（ｂ）

（ａ）

（ｂ）

（ａ）

（ｂ）

社内検査結果の検査報告書は、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

施工による。

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材が40㎜以下のものとする。

溶接技能者（ａ）

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨製作要領書」「鉄骨工事施工要領書」

「鉄骨工事検査要領書」を提出し工事監理者の承諾を得る。

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用は、してはならない。

溶融亜鉛メッキ高力ボルトの施工は、同ボルト施工技術者の資格所有者の

鉄骨の精度は特記による。特記が無ければ「共仕」による。

溶接技能者は、工事に相応した「共仕」に示す試験等による技能を有する者とする。

工事内容により、溶接技能者に対して技量付加試験を行う場合は、特記による。

エンドタブの長さは、MC：30mm以上

母材より1mm～5mm程度残し切断し

スカラップは複合円型スカラップとする。

スカラップ端部の廻し溶接（ホ）

残してとめる。

裏はつり（ヘ）

基準図の溶接においてＡＡＧと記載ある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し

部材に確認マ－クを付ける。

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又開先部を（ト）

痛めないように養生を行う。

同時ビルドＨウェブのすみ肉溶接は、廻し溶接はしないで、端部より5㎜程度

5㎜超 5㎜超 5㎜超5㎜超

θ

θ

１

１

⑥⑦

コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、コンクリ－トと

一体となっている部分は、塗装しない。

5㎜超5㎜超 5㎜超5㎜超

GCMC   NGC

MC NGC GC

のど厚ｔ㎜ 余盛の高さ㎜

㎜以上25

(  )

G=0

G=0～2

G=0～2

G=0～2
G=0～2

3

4

5

6

7

1

1 1

1

2

1 1

1

1

1

1

1 1

1
2

f

f

t

t

t

S

S

t≦tt

t

t

t

f

L

t

f

f 1/3t

2/3t

t t
t

a
f

f

f

t

溶接姿勢

t>16㎜

F.V

t／4≦S≦10㎜D ≧t/3

t

１

2

（平継手、Ｔ形継手）

（使用箇所に注意）

ＢＣＲ ，ＢＣＰ

　を受ける部位に使用する。

　大入熱溶接や板厚方向に大きな引張応力

【使用区分補足】

　ンプレートや通しダイアフラムのように

③Ｃ種は、四面溶接ボックス断面柱のスキ

　の構造部位に使用する。

②Ｂ種は、Ｃ種の使用区分以外で広く一般

　種を使用する｡

　変形性能や溶接作業性の確保観点からＢ

　耐力を期待される小梁等では、降伏後の

　非常に大きな荷重を受ける間柱や全塑性

　る部位のみに用いることができる。なお、

　要構造部以外の一般に弾性範囲で使用す

①Ａ種は、小梁、間柱、母屋、胴縁等、主

塑性変形を生じない部材または部位に使用できる。ただし、
溶接を行う構造耐力上主要な部分への使用は想定しない。

ＳＮ４００Ａ

ＳＮ４００Ｃ
ＳＮ４９０Ｃ

ＳＮ４００Ｂ
ＳＮ４９０Ｂ

一般の構造部材または部位に使用する。
（ＳＮ４００Ｃ、ＳＮ４９０Ｃの使用区分以外での使用）

溶接組立加工時を含め板厚方向に大きな引張応力を受ける
部材または部位に使用する。

使用区分記号

35
r ≒10

r ≒35

1

2

5

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

仮付不良 仮付不良

※印：通しダイアフラム出寸法
ｔ＝柱の板厚

1 2

ＳＮ ― Ｂ 種ＳＮ ― Ｃ 種

ＳＮ ― Ｂ 種

ＳＮ ― Ｂ 種

ＳＮ ― Ｂ 種 ＳＮ ― Ｂ 種

ＳＮ ― Ｃ 種

ＢＣＲ ，ＢＣＰ

ＳＮ ― Ｂ 種

１．一般事項

２．溶接基準図

３．仕口部溶接標準図

４．建築構造用圧延鋼材（ＳＮ鋼材）の使用区分

１－５　塗　装

３－２　Ｈ形柱

２－１　すみ肉溶接

２－２　部分溶込み溶接

１－１　材料及び検査

１－２　工作一般

１－３　高力ボルト接合

１－４　溶接接合

２－３　完全溶込み溶接

３－１　角形鋼管柱

２－４　フレアー溶接

平成28年版による。

鉄骨構造標準図

青
山

飯
島

戸
田

額
賀

R01.08

a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称

図面名称

縮 尺

設計年月日

製 図製 図担 当設 計註 記

N o .

AOYAMA
株式
会社

A-3　 　 -

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
青   山    立   美

〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600

令和 元年度三和 分署車庫建設 工事

Ｓ-０４鉄骨構造標準図（１）



３
２

３
２

補強板は柱と
同厚同材質以上とする

計
算

上
必

要
な

長
さ

計
算

に
よ

る

（スタッドは計算による）

21.77

21.99

47

19

4.5

22

35

１ＰＬ

１

１

２

２

３

１

２

２

１

１

２

２

１

１

１

１

１

２
１

３

２
１

３

鉄骨構造標準図（２）

１

２

２

２

２

２

５． 継手・ブレース・その他

５-６-１　羽子板ボルト

①

④

① ①

①

④④④

Ｒｄ

⑦

ｄ

Ｓ

長さ

ｅ
Ｓ

ｄ

ｅ ｐ

ＲＲ

ｔ
⑦

長さ

ｅ

ｄ

ブレース材

①
ＰＬ

①

①

ｂ

ａ ①

①

ＣタイプＢタイプＡタイプ

羽子板ボルト

縦壁工法

横壁工法

スライド構法

カバープレート構法

④

ボルト止め構法

ガセットプレートの大きさ ガセットプレートの溶接

ＴＹＰＥ－１ ＴＹＰＥ－２ ＴＹＰＥ－３

（　ＪＩＳ　１１９８　）

水平ブレース

ｅ ｅ ｅ

ｅ ｅ ｅ ｅ

①

ｅ

①

①

ＰＬ－３．２

①

Ｄ

ｄ

Ｔ

２φ

折曲加工

あて板（非金属）

梁上通しの場合

梁上切断の場合

受梁へのかかり寸法および端部処理 ― ｅ≧５０㎜（ただし、幅方向は３０㎜以上）

　　工技術検定試験」に合格した有資格者の施工とする。

●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくてよい。

スタッド材の標準形状・寸法

スタッドベースの形状（例）

※　スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢で行い、「スタッド溶接

スラブ端部の補足材

補足受材

Ｌ形鋼

①

ＴＹＰＥ－１ ＴＹＰＥ－２ ＴＹＰＥ－３

挿入筋構法

①

①

ｅ
ｅ

ｐ
ｐ

ｅｅ５

①

①

ｅ
ｅ

ｐ
ｐ

①

５

ｅ
ｅ

ｐ

ｅｅ

ＣＴ鋼

角形鋼管柱
① 小梁

角形鋼管柱

ｐ
ｅ

①

ｐ
ｅ

小梁ｅｅ

ｅｅ ｅｅ５

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

５ｅ ｅｐｅｅｐ

２ＰＬ

２ＰＬ

１ＰＬ

２ＰＬ

１ＰＬ

ｐｐｅ ｅｐｐ５ｅｅ

Ｌ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
ｇ

外１ＰＬ　内２ＰＬ

５ｅｅ

Ｌ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ｅｐｐｐ ｐ ｐｐｅ

外１ＰＬ　内２ＰＬ

ｐｐｅ ｅｐｐ５ｅｅ

Ｌ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

外１ＰＬ　内２ＰＬ

ボルト
穴　径

（１） （３）（２） 最小 標準

最小縁端距離 （ｅ） （Ｐ）ピッチ

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｍ１６

呼び

（㎜）

Ｐ 指定梁

Ｂ１ Ｂ２ ｇ

◎　　ウェブボルトピッチは、ボルト径にかかわらず下表による。

（注）　　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離（１）
（２）　　　　　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離
（３）

（片側）
Ｎ

（片側）
Ｎ

Ｈ形鋼フランジボルトピッチ
（注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

Ｂ　 ≦ ２５０

角形鋼管柱と小梁の継手

（片側）

Ｎ
（片側）

フランジ又ウェブ厚の差のある場合

ＴＹＰＥ－１ ＴＹＰＥ－２ ＴＹＰＥ－３

既製品面戸（鋼板）

あて板（鋼板）

合成スラブ用デッキプレートは評価品とする

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは

　構造図及びメーカーの標準仕様書参照）

≧

ｇ

ｇ

ｅ

リブプレート

ｅ

ｔ

ｅ

ｒ

ｅ

①

３０゜

３０゜

ｅｅｅｅ５

　　　　　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の縁端距離

２ＰＬ

（片側）Ｎ

①
①①

φ φ

①
①

Ｄ

①

プレート補強（片面または両面） パイプ補強（小径の場合）

φφ

① ①

　　にて補強板取り付けとする。

コンクリート注入口補強

角パイプ柱

※　角形鋼管柱コンクリート注入口補強板の

　　コンクリート注入後、開口部閉鎖する。

　　柱脚工法については、各製品（工法）

　　の標準仕様による．

④

④

①①

①

③⑤

①

①

① ①

③⑤

Ｈ形柱脚部

角形鋼管柱角形鋼管柱

●　建築基準法第３７条に基づく認定等の

① 補強プレート座金を兼ねる

アンカーボルト

ベースプレート

ｔ ☆ｔ＝ベースプレートと同厚

アンカーボルトの施工に誤差のある場合

柱底ならしモルタル

①　Ａ種：あと詰め中心塗りまたは全面あ
　　　　　と詰め工法として、無収縮モル
　　　　　タル材を充てんする工法で比較
　　　　　的大規模工事に用いられる。

　　　　　で軽易な工事に用いられる。

無収縮モルタル充てん 無収縮モルタル充てん

モルタル中心塗り

（全面あと詰め工法） （全面塗り仕上げ工法）（あと詰め中心塗り工法）

割裂防止筋中間筋

横
定

着
横

定
着柱
埋

込
み

鉄骨柱Ｄ

１
６～８

１

基礎梁のない側

主筋

埋め込み形（水平ハンチと隅柱、側柱の補強）

根巻形

柱
主

筋

割裂防止筋

主筋

基礎梁下端筋

基礎梁主筋

　　　　　ル等で仕上げる工法で、小規模
②　Ｂ種：全面塗り仕上げをならしモルタ

Ｌ

Ｌ

基礎梁主筋

●φ≦０.４Ｄ

＊（注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行う

最大

最小

Ｓ

Ｒ

（２）

ｅ（１）

ｅ
へりあき
（最小）

へりあき
（最小）

板厚

板厚

ｔ

ｅ

ｅ

ｔ

（１）

調整ねじの長さ

取付ボルト穴径

はしあき（最小）

軸径ｄ

ねじの呼び（ｄ）

切板製

平鋼製

（最小）溶接長さ

ボルト端から取付ボルト
穴心のあき（最小）

種類

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０Ｍ２２

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０

本数

取付ボルト（２）

ねじの呼び

種類

本数

ねじの呼び

Ｍ１４ Ｍ１ ８ Ｍ２ ２Ｍ１ ２ Ｍ１ ６ Ｍ２ ０ Ｍ２ ４

呼び名
軸径ｄ

基準寸法 許容差 基準寸法 許容差

頭部直径Ｄ 頭部厚Ｔ
（最小）

首下の
丸みｒ

溶接後の長さ（　）

単位（㎜）
溶接前 溶接後

35以上35以上

エレクションピース

（JIS規格品とする…JISA5540～5542…1982）

(2)(3)の標準

６． 柱脚

Ｗｔ1-Ｗｔ2

Ｆｔ1-Ｆｔ2

≧１㎜フィラプレート併用のことハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

Ｆｔ2

Ｆｔ2

Ｗｔ2Ｗｔ1

Ｆｔ1

Ｆｔ1

許容差＋0.5－0.5㎜

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６ ２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）

中８ｇ１０.９（中ボルト）

（注）(１)e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい
　　　(２)羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

＝　ａ＋　ｂ

≒
＠
６
０
０

FB9×6中ﾎﾞﾙﾄM16

20φ各溝１ヶ所
焼抜き栓溶接

50-400

50-400
50-400

50-400

Ｌ－５０×５０×６

＠≦６００

ＰＬ－５０×６

５０

①
50-200

50-200

300以下
ＰＬ-1.6 ＰＬ-1.6

50 30

±0.3

±0.4

●梁端部（スパンの　/10以内かつ２Ｄ以内）は避ける。

2φ以上

2φ以上
　　開口径は、母材開口径+20㎜以上、工場

HOOP二重掛

基礎梁上端筋

A.BOLT

梁
筋

4
0
d
以
上

６
～

８

補強ST二重掛

ST二重掛

中間筋　　型

中間筋40d

HOOP

A.BOLT

150

鉄骨柱Ｄ

頂部HOOP二重掛

ならしモルタル仕上げ

50 50 30

30

ハンチ起点は避けた方がよい
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14.65 16.33
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34
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32.5
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9

32.5

9

34

50

21.5

150

18.11

18.33 20.33

175

21.5

50
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9

37.5

9

70

8585

73

9

37.5

9

38

55

23.5

165

20.11

50,80,100,130

80,100,130

80,100,130,150

100,130,150

10 10 10 10

13

16

19

22

13

16

19

22

22

29

32

35

10 2以上±0.4

Ｍ２０

4.5

５－１　ボルトピッチ（Ｐ），ボルト穴径・最小縁端距離

５－２　ピン接合梁継手

５－３　剛接合継手

５－４　ハンチ部の継手

５－５　柱継手

５－６　鉄筋ブレース

５-６-２　平鋼・形鋼ブレース

５－９　頭付きスタッド

５－８　デッキプレート

５－１０　貫通補強

５－７　ＡＬＣ板取付要領
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△柱芯
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0
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3,
0
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147.5 147.5

460

1,
0
4
0

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

隣
地

境
界

線

隣地境界線

　下筋：D10,D13@200 ﾀﾃ･ﾖｺ
　上筋：D13@200 ﾀﾃ･ﾖｺ

　・柱   Ｃ１（柱芯＝通り芯）

　・基礎梁　ＦＧ１(300×600） 天端=設計GL-200

　・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(t=200) 　　　　1SL=設計GL+100

　・　　 ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り天端　 　GL+500(t=120+20)

　　　　　（砕石 t=100）

土間コンクリート　t=200

　特記なき限り基礎梁伏図　　　S=1:100

 基礎梁リスト　S=1:50

Ｆ
Ｇ
２

Ｆ
Ｇ
２

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｆ１ Ｆ１

Ｆ１ Ｆ１

Ｆ２Ｆ２

Ｆ２ Ｆ２

▽設計ＧＬ

△B.PL下端

▽基礎下端

▽土間ｺﾝ天端=設計GL+100

ひび割れ補強：D10　ﾀﾃﾖｺ四周

△基礎梁天端

ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ　定着板あり

A.BOLT 4-M22(ABR400)

　　　　　L=580

B.PL-28×280×450(SN400C)

3-D19

4
-
D1

9 RC柱断面　500×650

フープ筋　D13@100

立上り筋　10-D19

ハカマ筋：D13@300

2-D13

柱保護ｺﾝｸﾘｰﾄ（400×400）

(=設計GL-1,400)

(=設計GL-150)

5
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下
筋
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0
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2
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0

9
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1
,
8
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0

900

1,800

上筋： 7-D13
下筋：10-D13

下
筋

：
1
0
-
D
1
3

上
筋

：
 
7
-
D
1
3

20
0

60
0

（
F
G
1）

140

12020

50
0

Ｆ１

Ｆ２

Ｃ１柱脚

柱芯

柱芯
▽設計ＧＬ

※基礎底面砕石は十分に転圧すること。

全断面

符号

ｂ×Ｄ

断面位置

３－Ｄ１６

３－Ｄ１６

Ｄ１３＠２５０

　腹筋：2-D10，巾止メ筋：D10＠1000

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

下端筋

上端筋

３００×６００

　捨ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50

　砕石　　 t=150

３－Ｄ１６３－Ｄ１６

３－Ｄ１６

３００×６００

４－Ｄ１６

Ｄ１３＠２５０

中央両 端

1-D13

D10@200 ﾀﾃ･ﾖｺ

ＦＧ１ ＦＧ２

基礎断面詳細図　　S=1:50
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柱
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△

7
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7
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△柱芯

▽柱芯

147.5 147.5

Ａ

Ｂ

１ ２ ３ ４

折
板
方
向

折
板
方
向

▽JOINT

△JOINT

鉛直ブレース：丸鋼ブレースM20 鉛直ブレース：丸鋼ブレースM20

鉛直ブレース：丸鋼ブレースM20 鉛直ブレース：丸鋼ブレースM20

JIS A 5540

　・　　　　は鉛直ブレースを示す

　・柱   Ｃ１（柱芯＝通り芯）

　・梁Jointは柱面から700㎜とする

　・B1天端＝RSL+50とする

　 M16（JIS規格品）

 　  ：H.T.B 16-M20(全数)

　 　：H.T.B 4-M20(全数)

　特記なき限り

　ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ　定着板あり

A.BOLT 4-M22(ABR400)
　製品長さ L=580,有効長さ L=440

Ｃ１

符　号 規 格断　面 柱脚・柱頭 接合部仕様

G.PL-9.0　H.T.B 2-M20

ﾌﾗﾝｼﾞ：外PL-9.0×175×290
　　 ：内2PL-9.0×70×290

ｳｪﾌﾞ ：2PL-9.0×140×170
Ｇ１

Ｇ２

符　号 断　面 継手、接合部仕様

大
 
梁

規 格

B.PL-28×280×450(SN400C)

水平ブレース：

              高力ﾎﾞﾙﾄはF10T(S10T)とする

G.PL-9.0　H.T.B 2-M16

G.PL-12.0　H.T.B 3-M20B1

B2

耐
風
梁

G.PL-9.0　H.T.B 2-M16

G.PL-12.0　H.T.B 2-M20T1

T2

T3

一般

胴縁受け

開口補強

G.PL-4.5　2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

G.PL-4.5　2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

G.PL-6.0　2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

小
 
梁

V

符　号 断　面 規 格 継手、接合部仕様

D1

G.PL-6.0　H.T.B 1-M16

G.PL-9.0　H.T.B 1-M20鉛直ﾌﾞﾚｰｽ

水平ﾌﾞﾚｰｽ

G.PL-9.0　H.T.B 2-M16

補
 
強
 
材

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

下地

G.PL-6.0　2-M12 (中ﾎﾞﾙﾄ/ｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ接合)

G.PL-4.5　2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

G.PL-6.0　2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

A.BOLT 1-M12@910 L=250(先端ﾅｯﾄ付き)

              ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄﾎﾞﾙﾄはSS400とする

特記なき限り：ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄはSS400とする
              高力ﾎﾞﾙﾄはF10T(S10T)とする

特記なき限り：ｽﾌﾟﾗｲｽﾌﾟﾚｰﾄおよびｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄはSS400とする

胴
　
縁

柱脚：B.PL-245×110×6(SS400)
　　：A.BOLT 2-M12(SS400)　L=250

Ｒ階梁伏図　　　S=1:100

Ｈ-244×175×7×11

Ｈ-250×125×6×9

Ｈ-244×175×7×11

吊材：L-40×40×3@2,000

吊材：L-40×40×3@2,000

SN400B

SN400B

SS400

Ｈ-200×100×5.5×8
SS400

C-100×50×20×3.2

C-100×50×20×3.2

SSC400

SSC400

C-100×50×20×2.3＠600

2C-100×50×20×2.3

STKR400

V:2C-100×50×20×2.3 SSC400

SS400

Ｈ-100×100×6×8

Ｈ-200×200×8×12（横使い)

Ｈ-200×100×5.5×8（横使い)

□-100×100×3.2

□-100×100×3.2

吊材：L-40×40×3@2,000

JIS規格品　丸鋼ブレース M20

JIS規格品　丸鋼ブレース M16

SS400

STKR400

柱リスト

梁リスト

２次部材リスト

Ｇ２ Ｇ２

Ｇ２Ｇ２ Ｇ２

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ
１

Ｇ２Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１

B1

B
2

B
2

B1 B1

B
2

B
2

B
2

B
2

V V

V V

B1B1 B1

B
2

B
2

B
2
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▽RSL（水上）

△RSL（水下）

▽RSL（水上）

△RSL（水下）

△B.PL下端

▽設計ＧＬ

△B.PL下端

▽設計ＧＬ

△B.PL下端

▽設計ＧＬ

△B.PL下端

▽設計ＧＬ

△B.PL下端

▽設計ＧＬ

6,000 5,0005,000

147.5 147.515,705

6,000 5,0005,000

147.5 147.515,705

700
700

182 1828,386

700
700

182 1828,386

700
700

182 1828,386

3
0
09
3
5

16,000

16,000

8,750 8,750

8,750

3
0
0

1
5
0

5
,
2
0
0

5
,
0
5
0

1
,
4
0
0

3
0
09
3
5

1
5
0

5
,
2
0
0

5
,
0
5
0

1
,
4
0
0

5
,
0
5
0

5
,
2
0
0

1
5
0

1
,
4
0
0

3
0
09
3
5

1
5
0

5
,
2
0
0

5
,
0
5
0

1
,
4
0
0

3
0
09
3
5

1
5
0

5
,
2
0
0

5
,
0
5
0

1
,
4
0
0

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ通　軸組図

Ｂ通　軸組図

４通　軸組図

２・３通　軸組図

１通　軸組図

(=設計GL-150)

(=設計GL-150)

(=設計GL-150) (=設計GL-150)

(=設計GL-150)

T1

T3

T2 T2 T2

T2 T2 T2

T3

Ｇ２ Ｇ２ Ｇ２

Ｇ２Ｇ２Ｇ２

Ｇ１ Ｇ１

Ｇ１

FG1

FG1

FG1 FG1

FG1 FG1 FG1FG1

FG2FG2

Ｃ１ Ｃ１Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１ Ｃ１

D1D1Ｃ１ Ｃ１

D1 D1

D1 D1

D1D1

※T3,D1は壁芯（胴縁下地位置）に配置する

※袖壁端部縦胴縁は、□-100×100×2.3とする

※T3,D1は壁芯（胴縁下地位置）に配置する

※袖壁端部縦胴縁は、□-100×100×2.3とする

Ｆ１ Ｆ１Ｆ２ Ｆ２

Ｆ１ Ｆ１

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ１

Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２

BR20 BR20

BR20 BR20
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(設計GL+2,750)

T2：Ｈ-200×100×6×8(横使い) T2：Ｈ-200×100×6×8(横使い)

D1:□-100×100×3.2
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T3：□-100×100×3.2

T3：□-100×100×3.2
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▽設計ＧＬ
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,
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3
0
0

▽RSL(水上)

▽RSL(水下)
5
0
0

6
5
0

6
0
0

▽T2天端

▽G2内面
T2：Ｈ-200×100×5.5×8

（T2　貫通孔位置図）
▽RSL(水下)▽RSL(水下)  B2：Ｈ-100×100×6×8(SS400) B1：Ｈ-100×100×5.5×8(SS400)

△B.PL下端

▽最高高さ

B2

B1

B2

T2 T2

G2 G2

G2G1

(=設計GL-150)

(設計GL+5,050)

(設計GL+5,350)

(設計GL+5,350)

(設計GL+5,050)

(設計GL+6,015)

ＦＧ１ＦＧ１

土間コンクリート（t=200）
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 PL-9.0　H.T.B 2-M20  PL-9.0　H.T.B 2-M20
 (G2接合部) 

鉛直ブレース
M20（JIS規格品）

 PL-6.0　中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

 PL-9.0　H.T.B 2-M16  PL-9.0　H.T.B 2-M16

 PL-12.0　H.T.B 3-M20 ｽﾁﾌﾅPL-12.0  PL-9.0　H.T.B 2-M16 ｽﾁﾌﾅPL-9.0

 PL-6.0　中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

 PL-4.5　中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

 PL-6.0　中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

ｽﾁﾌﾅ PL-9.0

ｽﾁﾌﾅ　PL-16ｽﾁﾌﾅ　PL-16

Ａ通　胴縁取付図

Ｇ１：Ｈ-244×175×7×11

Ｇ１：Ｈ-244×175×7×11

Ｇ２：Ｈ-250×125×6×9  (SS400)  Ｇ２：Ｈ-250×125×6×9

外　PL-9.0×175×290
内　2PL-9.0×70×290

H.T.B　16-M20 （全数） 

フランジ

 H.T.B　4-M20

 2PL-9.0×140×170
 ウェブ

※T3上部の胴縁およびD1は、2か所で接合すること

D1
:
□
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0
0×

1
0
0×

3.
2（

ST
KR

4
00

）

Ａ通　架構詳細図　　S=1:50１通　架構詳細図　　S=1:50

M20

ハカマ筋：D13@300 ハカマ筋：D13@300

2-D13
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4
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180
ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ　定着板あり

A.BOLT 4-M22(ABR400)

　　　　　L=580

B.PL-28×280×450(SN400C)

D1柱脚詳細

1
10

55190

B.PL-245×110×6(SS400)

A.BOLT 2-M12(SS400)

　　製品長さ L=250

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ２Ｆ１

D10@200 ﾀﾃ･ﾖｺ

D13@200

D13@200

D10,D13@200D10,D13@200

 砕石　　 t=100

 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50

 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50

 砕石　　 t=150

 1-D13
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N o .
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株式
会社

A-3　 S=1:50

一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
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〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600

令和 元年度三和 分署車庫建設 工事

Ｓ-０９架 構 詳 細 図
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　c=16.3kN/㎡

調査位置図　　　S=1:500

三軸圧縮試験

▽設計GL

令 和 元 年 度 三 和 分 署 車 庫 建 設 工 事 地 質 調 査

古河市仁連字上高野2070番1の一部、2070番4の一部
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a r c h i t e c t＆ a s s o c i a t e s 工事名称
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縮 尺

設計年月日
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A-3　 S=1:500
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Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600

令和 元年度三和 分署車庫建設 工事

Ｓ-１０ボ ー リ ン グ 柱 状 図
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①

既存建築物

361.99㎡

鉄骨造

既存車庫

①’

(104.00㎡)
②4.90㎡

道路境界線 34,960

⑤13.50㎡

④4.80㎡

③4.10㎡

計画建物

鉄骨造 平屋建

140.00㎡

アスファルト舗装

▲
▲

隣地境界線 44,650

砕石敷

6
,
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0

古河市道0117号線
法第42条1項1号道路

7
,5
0
0道路中心線

3

21

〃

〃
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〃

〃

〃
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NT×12

〃

Ｌ－１

NFB1P 50AF/15AT

NFB2P 50AF/20ATNFB2P 50AF/20AT

/75AT
100AF
NFB3P 

NFB3P 100AF/75AT

1Φ3W 200/100V

NFB1P 50AF/15AT
5

4

7

6

8

9 10

11 12

1413

1615

 防水型ステンレス

以降平面図参照

 新設PB 300×300×150露出

 防水型ステンレス
 新設PB 300×300×150露出

新線EM-CE-5.5-3C（G22）

新線EM-CE-5.5-3C（E25）

新線EM-CE-5.5-3C（G22）

 新設PB 300×300×150露出
 防水型ステンレス

 防水型ステンレス
新設PB 300×300×150露出

 新線EM-CE-5.5-3C 

 新設PB 300×300×150露出
 防水型ステンレス

新線EM-CE5.5-3C（ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ吊）

 防水型ステンレス
 新設PB 300×300×150露出

L-1へ

【新設】ELCB 2P　50/20

【撤去】既存MCCB　　　

【新設】ELCB 2P　50/20

【撤去】既存MCCB　　　

L - 1

（ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ吊）

ELCB2P 50AF/20Aへ交換

配 置 図 　 Sc a l e = 1 / 2 5 0

平 面 図 　 Sc a l e = 1 / 2 5 0

入 口

仮 眠 室

ﾎ ﾞ ｲ ﾗ ｰ室

食 堂 ( B )

車 庫

ｶ ｳ ﾝ ﾀ ｰ

自 販 機

水 銀 灯

食 堂 ( A )

既 存 電 灯 盤 結 線 図

既 存 建 物 平 面 図

新 設 車 庫
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一 級 建 築 士 建 設 大 臣 登 録  第 166273号
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〒 305-0033  つ く ば 市 東 新 井 １ ４ ― ３

シ バ ハ シ ビ ル ４ Ｆ
Tel 029-851-7430㈹　　Fax 029-851-7600

電気設備

令和 元年度三和 分署車庫建設 工事

幹線　動力　設備配線図
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車 庫
OHD

排気

給気

WP

L

3

新線EM-CE5.5-3C（ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ吊）

3WP

ＡＡ

Ａ Ａ

Ｄ

Ｄ

　以降配置図参照

凡　　例

L

WP

3

3WP

記入なき配線は下記による。

特　　記

蛍光灯

蛍光灯（壁付）

換気扇（機械設備工事）

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１（防水型）

プルボックス（防水型）

露出コンセント　２Ｐ１５Ａ×１(壁付)

露出スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１

露出スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１（確認表示灯付）

露出スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１

記　　号

照 明 器 具 姿 図

備　　考内　　容 1.

EM-EEF 1.6-3C(1C 接地)（E25）

EM-EEF 1.6-3C+2C（E31）

EM-EEF 1.6-2Cx2(1C 接地)（E25）

ＢＡ

Ｃ

消費電力４３．１Ｗ一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー（カバー）

ポリカーボネート（乳白）

器具光束１０２０ｌｍ

消費電力１０．２Ｗ、

本体：ステンレス

カバー：ポリカーボネート（乳白）

ＮＮＦＷ２１８００ＣＬＥ９

ＬＧＷ８５０８０Ｚ

壁面・据置取付専用

器具光束２８１ｌｍ

消費電力４．４Ｗ

カバー：アクリル（乳白）

直付ＸＬＷ４６２ＤＥＮＺＬＥ９

ｉＤシリーズ直付形４０形Ｄスタイル　

 防湿型・防雨型　Ｗ２３０

ＬＥＤポーチライト　４０形

拡散タイプ、防雨型

ＬＥＤウォールライト　２０形　

防湿型・防雨型

ＬＥＤスポットライト　水銀灯２５０形相当

ＮＮＹ２４９２１ＬＥ９

耐雷サージ１５ｋＶ、耐風速６０ｍ

広角タイプ

器具光束９５００ｌｍ、

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ８５

消費電力９１．２Ｗ

電圧１００～２４２Ｖ

電源接続部灯具内収納可能、電源内蔵型

天井直付型・壁直付型

Ｄ

平面図　Scale=1/300
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車 庫 平 面 図

電気設備

令和 元年度三和 分署車庫建設 工事

電灯コンセント配線設備図・照明器具姿図
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道路境界線 34,960
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計画建物

鉄骨造 平屋建
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アスファルト舗装
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道路境界線 44,650

磁北からの偏角(地形図参照)による

作成日　R01.08

磁
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車 庫
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Ｂ

Ａ
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16,000

１ ４２ ３

60 605,000 5,0006,000

排気

給気

O F - 1

E F - 1

JIS10K20GV(ﾎﾞｯｸｽ共)

新設配管　HIVP20A

散水栓（埋設）

WB-20A（水栓共）

以降配置図参照

既設管

VP30

Ｍ

既設給水本管VP100

既
設

4
0
V
P

 既設管より分岐

散水栓

コン柱

既設管 VP30

既設管 VP20

新設配管 HIVP20A

　以降平面図参照

EF-1
有圧換気扇

　（排気用）　 ｽｲｯﾁ,連動運転は電気工事

 （給気用）

有圧換気扇
OF-1

ｽｲｯﾁ,連動運転は電気工事

室　　名

車 庫

床面積
Ａｆ 機器記号 型式（参考） 換気方式

必要換気量
V＝14m3（ h/m2） Aｆ×n

第1種
機械換気

台数(1台当り)
一般換気量 合計風量

EF-11,960140.00

判定

OK

給気機による給気量

EWG-40CSA 3,180 1 3,180
3,180

OF-1、EWG-40CSA-Q

EWG-40CSA 1

1

防虫網ﾕﾆｯﾄ（FU-40MF-C）

ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ（FU-40PSF-C）

m3/h m3/h m3/hm3/hm2

3,180m3/h、1Φ×100Ｖ、消費電力97Ｗ､電動式ｼｬｯﾀｰ(PS-40SMA)

3,180m3/h、1Φ×100Ｖ、消費電力112Ｗ、電動式ｼｬｯﾀｰ(PS-40SMA)

ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ(G-40EC)、SUSｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(W-40SB)、取付枠(PS-40TW)

ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ(G-40EC)、SUSｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(QWH-40SA)、取付枠(PS-40TW)
EWG-40CSA-Q

参考形式機　器　名 機　器　仕　様 台数 備考記号

換気機器表

換気計算表

Ｍ

凡　　例

　　埋設弁

　　量水器

　　有圧扇（ｽｲｯﾁ、連動運転は電気工事）

　　散水栓（埋設）

記　　号 内　　容 備　　考

配 置 図 　 S c a l e = 1 / 2 5 0

平 面 図 　 S c a l e = 1 / 1 5 0
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機械設備　
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給排水設備図・換気設備図
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